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データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割 を果たす もの と期待 されてい

る。今後、デー タベースの普及によ り、わが国において健全な高度情報化社会の形成が

期待 される。 さらに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的 な情報化へ

の貢献お よび自由な情報流通の確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在 わが

国で流通 しているデータベ ースの中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎな いのが現状 であ

り、 わが国 デ ータベ ースサ ービスひいてはバ ランスある情報産業の健全な発展 を図るた

めには、わが国独 自のデータベースの構築お よびデータベース関連技術 の研究開発 を強

力 に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

この ような要請に応 えるため、(財)デ ー タベ ース振興 セ ンターで は 日本 自転車振興会か

ら機械工業振興資金の交付 を受けて、データベースの構築および技術 開発 について民間企

業、団体等 に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経済的、国際

的 に重要で、 また地域お よび産業の発展の促進 に寄与する と考 えられでいるデータベー

スの構築 とデー タベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 し

たソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進 に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 されるデー タベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 東 海大学教授 上條史彦氏)を 設置 している。

この 「デ ー タベ ースク リアリングサーバのプロ トタイプの作成」 は平成8年 度 の デー

タざ 一スの構 築促進 お よび技術開発促進事業 として、当財団がセン トラル開発株式会社 情

報図書館RUKITに 対 して委 託 実施 した課題 の一 つ である。 この成果が、データベースに

興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成8年 度 デー タベ ースの構 築促進 お よび技術開発促進事業で実施 した課題 は次

表のとお りである。

平成9年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス 振 興 セ ン ター



平成8年 度 デー タベ ース構築 ・技術 開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1報 道写真 を中心 と した商 用 デ ジ タル写 真 デー タベ ー (株)毎 日新聞社

ス構築

2WWWに よる医薬情報全文検索データベースの構築 日本電子計算(株)

社 会
と利用者Q&Aデ ー タベースシステムの構築

3生 活博物史デー タベ ースの構築 (株)NHK情 報 ネ ッ トワー

ク

4信 濃毎 日新聞記事 デー タベ ースの構築 信濃毎 日新聞(株)

5患 者投薬時に交付す る服薬等指導文書のデー タベー (株)YS企 画
1

ス構築

6自 治 体議 事 録 のSGMLデ ー タベ ース 化 と情 報 検 索 (株)会議録研究所
中小企業振興

ブラウザ機能開発
地域活性化

7全 国ベ ンチ ャー支援 機 関の ネ ッ トワー ク化 に よる起 (株)日 本 インテ リジェ ン ト

業化支援 デー タベースの プロ トタイプ構築 トラ ス ト

8イ ンターネ ットを用い たイベ ン ト情報サー ビス (社)日 本 イベ ン ト産業振興

協会

9デ ー タベ ー ス ク リ ア リ ン グサ ー バ の プ ロ トタ イ プ の セ ン トラル開発(株)

作成 情報図書館RUKIT

10中 堅 ・中小企 業 向 け顧 客 デ ー タベ ー ス利 用 ソ フ トの (株)日 経 リサ ーチ

プロ トタイプ作 成
技 術

11写 真 デ ー タベ ー スへ の感 性 か らの 接近 に関す る調査 (株)中 日新 聞社

研究

12イ ンター ネ ッ ト上 の情 報 オブ ジ ェ ク トを利用 した高 (株)新 世代 システムセ ン

信頼 アプリケー シ ョン開発技術 に関す る調査研究 タ ー
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1.概 要

1.1目 的

Windowsマ シ ンを中心 と したGUI環 境 の標準化 や ネ ッ トワー ク プロバ

イ ダの乱立 といった情勢か ら、ここ数年 インターネッ トユ ーザは爆発的

に増加 してお り、さらにパ ソコンの高性能化や低価格化、家電ルー トで

販売 されるインターネットTV等 の登場 、 な らびに平 成9年4月 よ り本格稼

働 予 定 のOCN(オ ー プ ンコ ンピュー タネ ッ トワー ク)が 、 一層 普 及 に拍車

をか け る要 因 となる事 は確実であろう。ユーザ層 の拡大が インターネッ

トを使 った情報提供者の増加 に相関 し、 ネットワーク社会の インフラと

して産業構造に大 きな影響 を与 え始めている。

このような状況下、商用 デー タベース業界において も有料情報 と無料

情報の競合、異業種異分野か らの参入、あらたな情報提供手段の出現な

ど、 目まぐる しく環境の変化が迫 られてお り、従来のデータベ ース業界

における産業構造 のままでは存亡にかかわるとも指摘 されている。そ こ

で、通信手段 を持つ インターネットユーザをデー タベース潜在ユーザ と

して仮定 し、商用 デー タベ ースの有益性 、利便性、商品価値等、広 くエ

ン ドユーザに分か りやす く周知するための手段 として、 クリア リング機

能 を搭載 し、デー タベース事業者が行 なっている事業 内容や製品紹介 と

いったデ ィレク トリ情報 をは じめ、具体 的な検索事例 、マニュアル、コ

マ ン ド解説、料金一覧など統一 したフォーマッ トを用 い、エ ン ドユーザ

の思考パ ター ンに合致 した検索過程 を反映させた理想 システムの プロ ト

タイプを作成 し、デー タベ ースの利用 を促進、底辺 を拡大することを目

的 とした。
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1.2方 針 と内容

昨 今、 デー タベ ース提供 会社が独 自のホームページをインターネ ット

上に開 くケースは出て きたが、その内容は企業案 内や製品紹介 にとど

まっている場合が殆 どであ り、一部Webに てサ ー ビス を開始 し始 めた提

供 者 も出てきたが、ユ ーザか ら見た場合、個別 にア ドレスが違 う事や、

各々の内容に均一性が ない事 か ら、必ず しも有用 な情報源、所在案内 と

して機能 していないのが現状 である。一方、デー タベースクリアリング

システムの作成 は、その性質上特定のデータベース に有利あ るいは不利

なものとならないよう考慮する必要がある。そ こで、中立的 な立場 を守

り、用いるデー タに関 して も客観的な採録基準 を設けそれ を明示すると

いう方針で臨んだ。

具体的 な作業 に関 しては、以下の手順で プロ トタイプの 開発 を進 め

た。

① 商用データベースサービスの現状調査(平 成8年8月 ～9月)

平成8年8月 現在 、国内でサー ビス されている商用オンラインデータ

ベースについて、その提供 ファイル内容、レコー ドフォーマ ッ

ト、検索事例、料金、コマンド等の現状 を調査 した。 さらに、その

結果を分析 しプロ トタイプを作成する際に使用するデータ要素を決

定 した。併せて、商用オンラインデータベース以外の情報源 とし

て、インターネットから提供 されている情報源についても採用する

こととし、調査 を開始 した。

② クリアリングサーバ システムの設計(平 成8年10月 ～11月)

プロ トタイプシステムで取 り上げ るべ き検索 メニューならびにコ

ンテンツを検討 し、サーバーのファイル構造 を決定、WWW上 展開

で きる基本設計 開発 に着手 した。
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③ クリアリングサーバのプロ トタイプ作成

(平 成8年10月 ～平成9年1月)

システム設計 と並行 して、 プロ トタイプの作成を開始 した。まず、

基本設計に基づいてインターフェース を作成、続いてHTMLに よる

画面の設計 な らびにコンテ ンツの作成を進めた。作成手順 として、

一部データによるデモ版 を作成 し
、実際に操作 して検証、その結果

に基づいて修正を繰 り返すという方法 を用いた。

④ プロ トタイプの評価、課題の抽出(平 成9年1月 ～2月)

最終的 なプロ トタイプをイ ンターネッ トに載せ、実際にアクセス し

て評価、今後の課題を抽出 した。

1.3実 施体制

当該 の 目的 を達 成 す る た め、産学 間の学識経験者 を中心 に構成す る

「データベースクリアリングサーバのプロ トタイプ作成検討委員会」 を

設け、その下に事務局を置 き、実務 を担当した。

データベースクリアリングサーバプロ トタイプ作成検討委員会

委員長

委 員

事務局

根岸正光

北村善治

原田隆史

柳沼ネ谷忠

倉田俊一

白岩一哉

井戸隆英

飯塚由希子

学術情報センター

㈱ コムネックス

慶応義塾大学

松下電器産業㈱

ルコ・ネットワークサービス㈱

情報図書館RUKIT

情報 図書館RUKIT

情報図書館RUKIT
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2.プ ロ トタ イ プの仕 様

2.1仕 様決定 までの プロセス

仕 様 決 定 に至 る第一段階 として、本 プロ トタイプの利用者 を設定 し

た。委員会で討議の結果、昨今のインターネッ トの爆発的な広が りを鑑

み、検索に関す る充分 な知識 を持 ち業務 としてデータベース検索 に従事

す る、いわゆる 「サーチ ャー」 には限定せず、 インターネ ッ トにアク

セスで きる環境 を持 つ社会人、学生、研究者 な ど、広 い意味 でのイ ン

ターネ ットユーザ に想定 した。ただ し、業務 としてデー タベース検索 を

行う、いわゆる 「サーチ ャー」において も、特許、化学、医学、薬学、

金融、企業 などその専門はかな り細分化 されていお り、専門外の分野 に

おいては初心者 と同程度である場合 も少な くないのが現状である。そ う

した場合 をも考慮するべ きであ るとの意見 もあ り、今 回の システムで

は、データベースや検索 という概念その ものを知 らない初心者 と、ある

特定の分野 については検索経験 もあ り知識 も豊富 だが、他の分野につい

て知 りたい とい う経験者の2つ の層 を利用 者 と して設 定 す る こととし

た。

次 に、第二段階 として用 いるデータを決定 した。 まず、デー タベ ース

であ るが、第一段階で設定 した利用者が個人で も幅広 く利用で きるもの

として、商用 オ ンライ ンサ ー ビス されてい る もの と し、 イ ンハ ウス

データベースな ど機関内での利用 を前提 とした ものや、学会員 などある

特定 の利用者だけに限定 してサービス されている ものは除外 した。その

選定 に関 しては、次節で延べ るように商用 データベースサー ビスの現状

を調査 した上で決定することとした。
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ま た 、 本 プ ロ トタ イ プ は イ ン タ ー ネ ッ トで の 利 用 を前 提 と して い る

た め 、 ホ ー ム ペ ー ジ等 も情 報 検 索 とい う観 点 で 選 択 して 紹 介 した 方 が 馴

染 み や す い の で は な い か との 意 見 もあ り、 デ ー タ ベ ー ス 以 外 の情 報 源 と

して 、 イ ン タ ー ネ ッ トで 提 供 され て い る各 種 ホ ー ム ペ ー ジ の 紹 介 と、 専

門 図書 館 な ど個 別 機 関 の紹 介 を併 せ て搭 載 す る こ と と した。

2.2商 用 デ ー タベ ース サ ー ビス の 現状 調査

前 節 で延 べ た 通 り、 平 成8年8月 現 在 、 国 内で サ ー ビス さ れ て い る 商 用

オ ン ラ イ ン デ ー タベ ー ス に つ い て 、 そ の 提 供 フ ァ イ ル 内 容 、 レ コ ー ド

フ ォー マ ッ ト、検 索 事 例 、料 金 、 コマ ン ド等 の 現 状 を調 査 した 。 フ ァ イ

ル 内 容 、 サ ー ビス シス テ ム名 、 デ ィス トリ ビュ ー タ名 、 使 用 条 件 、 問 合

せ 先 に つ い て は 、 通 商 産 業 省 編 、(財)デ ー タベ ー ス 振 興 セ ン ター 発 行 の

「デ ー タベ ー ス 台 帳 総 覧」 の デ ー タ を使 用 した。 こ れ は 「デ ー タベ ー ス

台 帳 に関 す る規 則(昭 和57年9月18日 通商 産 業省 告 示 第365号 、改 正 昭和61

年10月8日 通 商 産 業 省 告 示 第377号)第3条 」 に 基 づ い て 、 デ ー タベ ー ス

サ ー ビ ス企 業 か ら通 商 産 業 省 に提 出 さ れ た 申告 書 を取 り ま とめ た 、 国 内

唯 一 の公 的 な便 覧 で あ り、 か つ 電 子 化 版 で も提 供 され て い る た め 、 分 析 ・

集 計 等 の 作 業 が 容 易 で あ る 。 今 回 は 、 平 成8年8月 発 行 の 「平 成7年 度 版

デ ー タベ ー ス 台 帳 総 覧 電 子 化 版 」 の デ ー タ を、 表 計 算 ソ フ トを用 い て 分

析 した。

ま た 、 各 フ ァ イ ル に 収 録 さ れ て い る レ コ ー ドフ ォ ー マ ッ ト、 検 索 の

た め の コ マ ン ド、 フ ァ イ ル 単 位 の 料 金 等 に つ い て は 、 各 デ ィ ス ト リ

ビ ュ ー タの マ ニ ュ ア ル ・カ タ ロ グ ・料 金 表 等 を調 査 して ま とめ 、 不 明 な

点 は電 話 に よ る確 認 を行 った 。
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2.2.1現 状 と問題 点

「平 成7年 度 版 デ ー タベ ー ス 台 帳 総 覧 電 子 化 版 」 は 、 デ ー タベ ー ス を

フ ァ イ ル 単 位 で 収 録 して お り、 そ の 数 は5,106に もの ぼ る 。 た だ し、 同

一 フ ァ イ ル が 複 数 の デ ィス トリ ビ ュ ー タや 販 売 代 理 店 か らサ ー ビス され

て い る とい う我 が 国 の 現 状 を反 映 して 、 相 当 数 の 重 複 が 見 られ る 。 しか

も、 デ ー タベ ー ス サ ー ビス 企 業 か ら個 別 に提 出 され た 申 告 書 を一 つ に ま

とめ た とい う性 質 上 、 以 下 の 問題 点 が指 摘 され た。

① 海外 フ ァイ ル を英 大 文字 で表 記 した り小 文 字 で 表記 した りとい っ た

申告 者 に よ る表 記 法 の違 いが そ の ま まに な って い る。

② 「て に をは」 な ど助 詞 の違 い が そ の ま まに な って お り、 また明 ら

か に記 入 ミス と思 わ れ る フ ァイ ル名 で も申告 され た通 り表 記 され て

い る。

③ フ ァイ ル内 容 の 説 明 が 申告 者 に よっ て異 な って お り、 同一 フ ァイ ル

な のか ど うか を判 断す る こ とが 難 しい。

こ う した 現 状 か ら、 あ る分 野 の デ ー タベ ー ス を探 そ う とす る と、 似 た

よ う な フ ァイ ル が 多 数 存 在 し、 利 用 者 は相 互 に比 較 して 最 適 な もの を選

ぶ こ とが で きる 一 方 、 混 乱 を き た す 恐 れ もあ る。 例 え ば朝 日新 聞 の 記 事

デ ー タ ベ ー ス な ら ば 、 日経 ニ ュ ー ス ・テ レ・コ ンで サ ー ビ ス さ れ て い て

も、G-Searchで サ ー ビス さ れ て い て も同 じ朝 日新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス

と して 一 本 化 した 方 が 良 い と の 意 見 もあ っ た が 、 サ ー ビス シ ス テ ム が 異

な っ て い る と検 索 コ マ ン ドや 料 金 も異 な る の で 、今 回 の調 査 で は 、 サ ー

ビ ス シス テ ム の 異 な る もの に つ い て は 複 数 フ ァ イ ル の ま ま と し、 サ ー

ビス シス テ ム が 同 じで 異 な る 販 売 代 理 店 か ら 申告 され て い る もの は 一 つ

に 要 約 した 。5,106の フ ァ イ ル の う ち 、 販 売 代 理 店 の 一 本 化 、 さ ら に イ

ン ハ ウ ス デ ー タ ベ ー ス や 特 定 の 機 関 や 個 人 に 限 定 さ れ た サ ー ビス も 除

き、3,515の フ ァイル を対 象 に調 査 を進 め た。
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ま た 、 「デ ー タベ ー ス 台 帳 総 覧 」 は デ ー タベ ー ス を5つ の 分 野 に 分 け

て 収録 して お り、 その 分 野分 類 は表2-1の 通 りで あ る。

表2-1デ ー タベース台帳総覧の分野分類

分 野 小 分 類 分 野 小 分 類

(1)一 般 全般(百 科事典/書 誌情報/ (3)社 会科 学 ・ 社会人文全般
書籍案内) 人文科学 教育学

新 聞/雑 誌/ニ ュ ース 社会学
人物1機 関情報 人口統計

行政 法学
法律 歴史/政 治学

政治 芸術(映 画/音 楽)

健 康1ス ポ ー ツ 心理学
旅 行/ス ケ ジ ュ ー ル 言語学
娯楽/レ ジャー/施 設案内 哲学
生活文化/家 庭生活 宗教
辞書1補 助ファイル その他()

地名/地 図/住 所

その他()

(2)自 然 科 学 ・ 科学技術全般 (4)ビ ジ ネ ス ビジネス産業全般

技術
特許 市場/商 品

医学/薬 学/生 命学/生 物 経済(外 国)

科学 経済(日 本)

物理 企業財務/企 業情報(外 国)

電気/電 子/情 報 企業財務1企 業情報(日 本)

機械 会計/経 営

建設(土 木/建 築) 金融/証 券/為 替

宇宙/地 球/海 洋 エネルギー産業

原子力 通信/放 送

環境/公 害 農業/林 業1漁 業
エ ネル ギ ー/資 源 化学産業
農学 労働
気象 教育産業
金属/素 材 建築/建 設

食品 運輸
繊維/木 材/パ ルプ 販 売/サ ー ビス

その他() 流通/不 動産

その他()

(5)そ の他
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しか し、ファイル名 と同様、分類 に関 して も申告通 り記載 されている

ため、特 に小分類のばらつ きや重複がはげ しく、利用の便には適 さない

のではないか との意見 も出 された。今回の システムはデータベース を全

く使 った ことのない初心者 をも対象に しているため、必要なデータベー

ス ファイルにたどり着 く方策 として分類 の果たす役割 は大 きい。そのた

め、小分類の項 目部分 を表計算 ソフ トで集計 ・分析 し、検討を加えた。集

計結果は表2-2～2-6の 通 りであ る。
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表2-2デ ータベース台帳総覧の分類項 目集計結果(分 野:一 般)

項目名 項 目数 項目名 項目数

ス ケ ジ ュ ール 1 健 康/ス ポ ー ツ 19

ス ポー ツ 4 健康 ノ 11

そ の 他(イ ベ ン ト展示会) 3 娯 楽/レジャー/施設案内 14

そ の他(イ ベ ン ト情報) 3 娯 楽/レ ジ ャ ー 16

そ の他(タ イ トル) 1 娯楽
」

26

そ の他(デ ー タベ ー ス録) 9 行政 48

そ の 他(リ ス ト) 1 雑誌 19

その他(安全保障) 1 施設案内 4

その他(案内) 1 辞書/補助ファイル 6

その他(会議展 示会案内) 1 辞書 1

その他砿 告) 2 住所 2

そ の他(国際事情) 3 新 聞/ニ ュー ス/雑 誌 1

その他(国際情勢 国際動向) 1 新 聞/ニ ュー ス 16

その他(索引集) 1 新 聞/雑 誌/ニ ュー ス 266

その他(慈善事業) 2 新聞/雑誌 3

その他(就職情報) 1 新聞 144

その他(出版) 4 人物/機関情報 26

その他(出版物) 1 人物 11

その他(商習慣規 約) 1 政治 36

その他(賞 受賞記録情報) 3 生活文化/家庭生活 10

その他(番組案内) 1 生活文化 2

その他(文例集) 5 全般(書誌情報/書籍案内) 6

その他(暴動 事件) 1 全般(書誌情報) 15

その他(防衛) 1 全般(書籍案内) 6

その他(予稿集) 1 全般(百科辞典/書誌情報/書籍案内) 18

その他(論文) 1 全般(百科辞典) 1

その他 5 全般 8

ニ ュ ー ス 104 補 助 フ ァ イル 6

レジ ャー 5 法律 81

家庭生活 1 旅行/ス ケ ジ ュ ー ル 10

機関情報 10 旅行 5
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表2-3デ ータベ ース台帳総 覧の分類項 目集計結果(分 野:ビ ジネス)

項目名 項目数 項目名 項目数

エネルギー産業 18 その他(防衛産業) 5

サ ー ビス 1 ビジネス産業全般 109

そ の他(カ ー ドビジ ネス) 1 運輸 28

そ の他(コ ン ピュ ー タ産 業) 10 化学産業 18

そ の他(デ ー タベ ー ス) 1 会計/経営 26

その他(安全) 2 会計 .3

その他(医療用品) 1 企業財務/企業情報(外国) 156

その他(音楽ビジネス) 1 企業財務/企業情報(日本) 116

その他(管理) 1 企業財務(外国) 11

その他(教育産業) 1 企 業財務(日本) 2

その他(軍事関係・防衛) 1 企業情報(外国) 112

その他(経営管理) 1 企業情報(日本) 18

その他(経済(世界)) 7 金融/証券/為替 167

その他(健康産業) 3 金融/証券 8

その他(広告 宣伝) 1 金融 32

その他(航空 宇宙) 1 経営 7

その他(航空宇宙・防衛産業) 1 経済(外国) 84

その他(写真産業) 1 経済(日本) 77

その他(情報) 1 建設 4

その他(情報技術動向) 1 建築健 設 3

その他(食品) 1 市場/商品 130

その他(相場) 1 市場 9

その他(地域計画) 1 商品 7

その他(電気電 子情 報) 6 証券 22

その他(電気・電子) 1 通信/放送 54

その他(電気) 2 通信 7

その他(電子航 空 宇宙) 1 農業琳 業/漁業 2

その 他(電 子 メー ル) 1 販 売 ノサ ー ビス 10

その他(統計) 1 販売 1

その他(廃棄物) 1 放送 3
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その他(保険) 5 流通/不動産 3

その他(貿易) 1 労働 8

その他(防衛) 8

〆
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表2-4デ ー タベース台帳 総覧の分類項 目集計結果(分 野:自 然科学 ・技術)

項目名 項目数

・

項 目名i項 目数
.

エ ネ ル ギ ー/資 源 49 環境/公害i32
:

エ ネ ル ギ ー 15 環境i18

そ の他(ダ イヤ モ ン ド) 1 機械i22
:

その他(安全情報) 1 気象i4
:

その他(案内情報) 1 金属/素材i31

その他(化学反応) 2 金属i8
:

その他(画像) 1 建設(土木麟)i・6

その他(規格・規制) 1 建設(土木)i2
:

その他(規格) 2 建設i8
:

その他(軍事) 1 原子力i8

その他(軍備 防衛) 1 情報i・6

その他(検査) 1 食品i25
:

その他(標準 規格) 1 数学i4

その他(包装) 2 生物i6
:

その他(防衛) 3 生命学・生物i3

その他(防災) 1 生命学i2

パルプ 1 撒/木 枷パルプi5
:

医学/生物 2 繊維i2

医学/生A p学/生 物 2 素材i4

医学/生△P学 4 地球i3

医学/薬学/生物 1 電気!電子/情報i100
.

医学/薬学/生△p学/生 物 126 電気魔子i6
:

医学/薬学/生△P学 7 電気i3

医学/薬学 29 電刊 青報i6
.

医学 32 電子i11
:

宇宙/地球/海洋 22 特許i・ ・8

宇宙/地球 2 農学i16 :

宇宙 10 物理i7
シ

化学 114 薬学/生命学i1

科学技術全般 96
:

薬学i23

海洋 1 i
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表2-5デ ータベ ース台帳総覧の分類項 目集計結果(分 野:社 会科学 ・人文科 学)

項目名 項目数 項目名 項目数

その他(教育) 4 社会学 10

その他(図書館学) 1 社会人文全般 15

その他(文化財) 1 宗教 6

その他 1 心理学 3

教育学 11 人口統計 4

芸術(映画/音楽) 5 哲学 1

芸術(映画) 1 法学 1

芸術 5 歴史/政治学 5

言語学 2

表2-6デ ー タベ ース 台帳 総 覧 の 分類 項 目集 計 結 果(分 野:そ の 他)

注:大 分類の 「その他」は、項目が一つ しかなかった

項目名 項目数 項目名 項目数

練 習用 デ ー タベ ー ス 49

検 討 の 結 果 、 初 心 者 の ニ ー ズ に 合 わせ て 再 検 討 した 方 が 良 い の で は な

い か 、 との 意 見 が 多 数 を 占 め 、 当初 の3,515フ ァ イ ル の う ち 、 今 回 の プ

ロ トタ イ プ で は 国 内 の フ ァ イ ル1 ,051(延 べ1,195)に 絞 っ て 分 類 を し直 す

こ とに した 。 再 分類 した結 果 を、表2-7に 示 す 。

.13一



表2-7本 プロ トタイプの分類

大分類 小分類

新 聞 ・ニ ュ ー ス
速報 全国紙

地方紙 スポーツ紙

専門紙 英字新聞

ニュースリリース 通信社

放送 報道写真

図書 ・雑誌 図書 雑誌

人物 プロフィール 人事

受賞

企業 概要(帝 国データバンク)概 要(東 京商工 リサーチ)

概 要(日 経新聞社)概 要(そ の他)

財務(帝 国データバンク)財 務(東 京商工 リサーチ)

財 務(日 経新聞社)財 務(そ の他)

人事 信用情報

ビジネス 金融(為 替)金 融(株 価)

金融(債 券)金 融(財 務分析)

金融(指 標)金 融(信 用取引)

金融(先 物)金 融(相 場)

金融(投 資)統 計(経 済)

統 計(産 業)産 業

経済 マーケティング

製品 貿易

経営 教育

イベント

人文 ・社 会 行政 考古学

政治 歴史学

経済学 国際情勢

社会学 文学

特許 ・法律 特許 法律

科学技術 工学 科学技術全般

化学 食品科学

生物学 生命科学

地球科学

医 ・薬学 医学 薬学

生 活 ・一 般

ノ

趣味 ・娯楽 スポーツ

健康 教育

旅行 生活

音楽 イベント

トレンド 金融

気象

その他 学術 規格

ディレク トリ

14一



2.2.2プ ロ トタイ プ に盛 り込 まれ るべ き内容

本 プ ロ トタ イ プ の 目的 は前 章 で も述 べ た 通 り、 デ ー タベ ー ス の利 用 を

促 進 し、底 辺 を拡 大 す る こ と にあ る 。利 用 者 に と っ て の 最 終 的 な 目標 は

デ ー タベ ー ス を 「使 う」 こ とで あ る か ら、 そ の た め に必 要 な もの は 何

で あ る か議 論 を重 ね 、以 下 の結 果 を得 た 。

① 「データベース」や 「検索」 という概念を知らない初心者向けに

「データベース」 とは何であるかといった解説 を盛 り込む。

② 収録するデータベースはファイル単位 とし、サービスシステムを

ファイル名の後に続けて表示する。

③ 一覧性の高い分類からのアプローチとファイル名の読みからのアプ

ローチの2種 類 を設 ける。

④ フ ァイル単位でその内容やサービスシステム名、ディス トリ

ビュータ名、使用条件、問合せ先、料金などが分かるようにする

他、サービスシステムそのものについても、主要コマン ドや検索事

例、申込先などの説明を盛 り込む。

⑤ データベースを補完する情報源 として、インターネットで提供 され

ていて、かつまた情報源 として役立つ と思われるホームページを紹

介 し、併せて専門図書館など個別機関を紹介する。
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2.3プ ロ トタイ プの全 体 構成

本 プ ロ ト タ イ プ は イ ン タ ー ネ ッ トで の 利 用 を前 提 と して い る 。 そ の

た め 、 メ ニ ュ ー に は階 層 構 造 を持 た せ 、 選 択 して ク リ ック す る だ け で順

番 に 階 層 を辿 っ て い け る よ う に 構 成 した 。 トッ プペ ー ジ に は以 下 の4つ

の ボ タ ン を設 け 、 さ ら に関 連 す る 部 分 に は リ ン ク を張 っ て相 互 参 照 で き

る よ うに した。 シス テ ム全体 の 流 れ を 、図2-1に 示 す 。

① デ ー タベ ース を 「知 る」 →

② デ ー タベ ース を 「探 す 」 →

③ デー タベ ー ス を 「使 う」 →

④ デー タベ ー ス を 「補 う」 →

データベースに関する基礎知識を解説

各データベースファイルの内容説明

サービスシステムごとに、主要 コマ ン

ドや検索事例 を紹介

データベース以外の情報源を紹介

なお、画面の詳細に関 しては、第4章 で画面 イメージ を紹介す る。
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2.3.1デ ー タベ ース を 「知 る」

こ の メ ニ ュ ー で は 、 「デ ー タ ベ ー ス 」 や 「検 索 」 とい っ た 概 念 そ の

もの を知 ら な い初 心 者 向 け に 、 デ ー タベ ー ス に 関 す る基 礎 知 識 を解 説 す

る 。 「デ ー タベ ー ス 」 「フ ァ イ ル 」 な ど本 プ ロ トタ イ プ で 使 用 さ れ て

い る用 語 を理 解 す る こ と を第 一 義 に 、 本 プ ロ トタ イ プの 円 滑 な 利 用 を進

め る。 収 録 デ ー タ は 、 情 報 図書 館RUKITよ り平 成8年10月 に刊 行 され た

「デ ー タ ベ ー ス 活 用 マ ニ ュ ア ル ー情 報 検 索 、 パ ソ コ ン通 信 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト … ビギ ナ ー か らサ ー チ ャ ー ま で 」 よ り一 部 抜 粋 し、HTML化 し

た 。 収 録 項 目 は 以 下 の 通 りで 、5つ の メ ニ ュ ー か らボ タ ン選 択 で 項 目 を

選 ぶ と、説 明画 面 を表 示 す る。
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① オ ンラ イ ンデ ー タベ ース の 基礎 知 識

1.デ ー タベ ース とは何 か

2.デ ー タベ ー ス の フ ァイル と システ ム

3.デ ー タベ ー ス の流 通 と利 用

4.デ ー タベ ー ス の料 金

5.ゲ ー トウ ェ イ

6.デ ー タベ ー ス を利用 す る には

② 検 索 に当 た って

1.デ ー タベ ー ス検 索 の 流 れ

2.メ ニ ュ ー方 式 と コマ ン ド方式

3.検 索 項 目

③1回 の検 索 で満 足 で きない 時 に

1.論 理 演 算 とは

2.AND演 算

3.OR演 算

4.NOT演 算

5.論 理演 算 の優 先 順 位

④ キ ー ワ ー ドを幅広 く選 ぶ に は

1.ト ラ ンケ ー シ ョン とは

2.ト ラ ンケ ー シ ョン使用 の 注 意点

3.EXPAND(エ クスバ ン ド)と は

⑤ も う一 歩 進 ん だ テ クニ ック

1.範 囲指 定

2.一 次 検 索 と二 次 検 索

3.近 接 演 算
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2.3.2デ ー タベ ー ス を 「探 す 」

本 プ ロ トタイ プ の 中心 に位 置 し、利 用 者 の 検 索 目的 に 合 致 す る デ ー タ

ベ ー ス フ ァ イ ル を探 し出 す た め の メ ニ ュ ー で あ る 。 利 用 者 は メ ニ ュ ー

を選 択 して い く と、 最 後 に デ ー タベ ー ス フ ァ イ ル の 説 明 に た ど り着 く、

ツ リー 構 造 を持 つ もの とす る 。 収 録 す る デ ー タ は 、 「平 成7年 度 版 デ ー

タベ ー ス 台 帳 総 覧 電 子 化 版 」 か ら、 商 用 オ ン ラ イ ンサ ー ビス され て い る

日本 国 内 の フ ァ イ ル1,051に 絞 っ た 。 検 索 の 容 易 性 に重 点 を お き、 分 類

は 、 表2-7で 示 し た もの を 採 用 し た 。 収 録 項 目 は 、 フ ァ イ ル 名 、 プ ロ

デ ュ ー サ 名 、 国 名 、 フ ァ イ ル 内 容 、 分 類 、 キ ー ワ ー ド、 デ ー タの タ イ

プ、 同 内 容 の冊 子 体 名 、調 査 名 、 デ ー タの 記 述 言 語 、収 録 期 間(西 暦)、 収

録 件 数/時 系 列 数 、 更 新 周 期 、 更 新 件 数 、収 録 情 報 の 地 域 、 サ ー ビ ス シス

テ ム名 、 デ ィス ト リ ビ ュ ー タ名 、 国 名 、 サ ー ビ ス 種 別 、 デ ー タ提 供 形

態 、端 末 、 サ ー ビス 料 金 、 サ ー ビス 時 間帯 、 使 用 条 件 、 コ メ ン ト、 申告

企 業 の25項 目で 、 分 類 以 外 は 申 告 され た デ ー タ を そ の ま ま用 い た。 た だ

し、 同 フ ァイ ル ・同サ ー ビ ス シス テ ム を扱 っ て い る販 売 代 理 店 が 申告 して

い る もの は 、 申告 の 記 述 もほ ぼ 同 内容 で あ る た め 利 用 者 の 利 便 性 を重 視

し、一 つ に ま とめ た。

な お 、 選 択 した 内容 説 明 画 面 は 、 フ ァ イ ル 概 要 が 表 示 され る だ け で な

く、 サ ー ビ ス シ ス テ ム の 紹 介 や 料 金 体 系 な ど別 フ ァ イ ル に リ ン ク を 張

り、操 作性 を良 くした。

探 す ため の ア プロ ーチ と して は、以 下 の2つ を設 け る。
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① 分野から探す:表2-7で 表示 した分類 か らの アプローチ。大分類 を

選ぶ と、小分類が表示 される。小分類を選ぶ と該当

するファイル名とサービスシステム名が表示 さ

れ、そこから必要とするファイル名を選択するとそ

の内容説明画面が表示される。

② ファイル名から探す:50音 お よびアルファベ ッ トのボ タンを表示

し、調べたいファイルの最初の音を選ぶと、

その音で始まるファイル名 とサービスシステ

ム名が表示され、ファイル名 を選ぶとその内

容説明画面が表示される。なお、英文字の

ファイル名は、英文字のアルファベットと、

読みの50音 と両方 を採 用 した。
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2.3.3デ ー タベ ー ス を 「使 う」

こ の メニ ュ ー で は 、 実 際 に デ ー タベ ー ス の利 用 を 申 し込 む 際 や 、 デ ー

タベ ー ス を検 索 す る際 に必 要 な情 報 を ま とめ た 。 収 録 は サ ー ビス シス テ

ム 単 位 と し 、 先 に 「探 す 」 で 用 い た フ ァ イ ル1,051を 収 録 す る

C&CVAN、DIALINE-ll、ELNET、G-Search、 ア イ ・エ ヌ経 済 統 計 デ ー

タ ベ ー ス 、JOIS、NACSIS.IR、NICHIGAIASSIST、 日経 ニ ュ ー ス ・

テ レ コ ン 、PATOLISの 計10シ ス テ ム を 対 象 と した 。 収 録 デ ー タ は 、

「知 る」 と同様 に 「デ ー タ ベ ー ス 活 用 マ ニ ュ ア ル ー情 報 検 索 、 パ ソ コ ン

通 信 、 イ ン ター ネ ッ ト … ビギ ナ ー か らサ ー チ ャ ー ま で」 よ り一 部 抜 粋

した。

な お 、 コマ ン ドや サ ポ ー ト状 況 な ど収 録 した デ ー タ は 、 全 て1996年8

月時 点 の もの で あ る。

まず 、 デ ー タベ ー ス の 利 用 申 し込 み を行 う時 に必 要 な情 報 と して 、 以

下 の10項 目を収 録 して い る。

① 概 要:収 録 内容 の主 な分 野

② 特徴:検 索 方 式 や 課 金 方 法 、他 の サ ー ビス へ の ゲ ー トウ ェ イ状 況 な

ど

③ そ の他 の サ ー ビス:SDIや 代 行検 索 な どオ ン ライ ン以 外 のサ ー ビス

の 実 施状 況

④ 提 供時 間:ユ ーザ が オ ン ラ イ ンサ ー ビス を利 用 で きる時 間

⑤ 通信 条 件:通 信 速 度 や手 順 な どの プ ロ トコル

⑥ カス タマ ー サ ポ ー ト:マ ニ ュ アル、 ニ ュ ー ス レ ター 、 セ ミナ ー等

の ユ ーザ ーサ ポー トが 有 料 か否 か とその 実 施

状 況

⑦ 提 供:デ ィス トリ ビュ ー タ名

⑧ 問 い合 わせ 連 絡 先:サ ー ビス デ ス クな ど、 直接 ユ ーザ ーの 質 問 に応

え られ る ところ
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⑨ インターネットによる案内:各 問い合 わせ先のホームペ ージの

URLと その内容、お よびTEL、NETに

よるデータベース接続があ る場合の

ア ドレス

⑩ 料金:当 初料金 や月間基本料、 フ ァイル単位の料金などデータベー

スを利用する場合にかかる料金

また・データベ ースの検索 を行 う時に必要 な知識 として、以下の5項

目につ いて事例 を挙 げて説明 している。

① ファイルの指定:フ ァイル選択 コマ ン ドな どの指定方法

② 検索の方法:全 角 か半角 か、漢字か カタカナかといった入力の際の

注意点や、論理演算 トランケーション・キーワー ドの

列挙・検索式の一覧などを行 う場合の コマン ドや注意事

項

③ 出力の方法:出 力形式や部分出力 の コマ ン ドなど出力の指定方法

④ ファイルを切 り替える方法:フ ァイル切 り替 え コマ ン ドな どの指

定方法

⑤ システムの終了:強 制終了や一時待避 といった システム終了のコマ

ンドなどの指定方法
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2.3.4デ ー タベ ー ス を 「補 う」

この メ ニ ュ ー は 、 先 述 した 「知 る 」 「探 す」 「使 う」 を補 完 す る もの

と して 、 デ ー タベ ー ス 以 外 の 情 報 源 を採 録 した 。 イ ン ター ネ ッ トに よ る

利 用 を前 提 と して い る シ ス テ ム の た め 、 情 報 源 と して 役 立 つ と思 わ れ る

ホ ー ムペ ー ジ を調 査 し、 さ らに専 門 図 書 館 や 資 料 館 な ど個 別 の 所 在 情 報

も提 示 で きる よ うに した。

2.3.4.1東 京情報源情報

専 門図書館 の紹 介 に関 しては、情報図書館RUKITの 会員 向 けBBSで 提

供 されて い る 「東 京情報 源情 報」 のデータをHTML化 して提 供す る こ と

と した。収録内容 は、東京都内の約390カ 所 の専 門図書館・資料室 の所在情

報 であ り、収録項 目は、機関名、分類 、住所、交通、蔵書・座席、利用条

件、 コピー条件、貸 し出 し条件、利用 日・時間、 レファレンスの有無、収

録資料の分野、主な利用 目的、機械可読 目録の有無、視聴覚資料の有無、

利用者からの意見め16項 目であ る。

デー タの検 索方 法 は分 類 メニューか ら選択する方法 と、所属機関の読

みか らの方法 との2種 類 で あ る。分 類 メニ ューは表2-9の ように用 意 され

てい る。
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表2-9東 京情報源情報の分類 メニュー

大 分 類 小 分 類

(1)総 合
一般

広 告 ・マ ー ケ ティ ン グ

新聞雑誌

名簿

(2)経 済
一般

特許・規格

(3)社 会
海事・造船・海洋

教育

金融・保険 保障・証券

交通 ・運輸

航空・宇宙

女性

不動産

法律会計士

防災都市問題

(4)文 化
ス ポ ー ツ

音楽

児童・玩具

宗教

人物

博物館

美術芸術

文学歴史

(5)自然科学
医学

科学技術 エネルギー

金属鉄鋼

建設・土木

農業・水産

(6)海 外

(7)各 省 庁

(8)大 学

(9)全 分 野
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2.3.4.2イ ンター ネ ッ ト上 の 情 報 源

現 在 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 情 報 源 と して 多 く使 用 され て い る もの と し

てWWW(WorldWideWeb)が あ る 。WWW対 応 ブ ラ ウザ で あ るMosaic、

Netscape、InternetExplorer等 を使 用 す る こ と に よ っ て 、 文 字 デ ー タだ

け で は な く画 像 、 音 声 、 動 画 等 の デ ー タ を も取 り扱 う こ とが で き る た

め 、 近 年 爆 発 的 にWWWサ イ ト数 は増 加 し、1996年1月 現 在 で世 界 中 に約

10万 サ イ トが あ る と 言 わ れ て い る 。(Ge・rgeMcMurd・ .TheNetbyNumbers.

JournalofInformationScience、Vo1.22、No.5.p.3810390(1996))

そ の 反 面 、 冊 子 体 資 料 の 書 誌 コ ン トロ ー ル に 相 当 す る作 業 が ネ ッ ト

ワ ー ク上 の 情 報 資 源 に対 して は今 の とこ ろ 行 わ れ て い な い た め に、 どの

よ うな情 報 が ど の く らい ど こ に存 在 して い る の か を把 握 す る こ と は非 常

に 困 難 で あ る こ とが 指 摘 さ れ て い る。(戸 田愼一.ネ ッ トワーク情報資源 と図

書館・情報サービス.情報の科学と技術.Vo1.44、No.1、p.3-9(1994))

そ の 解 決 策 と して 、 イ ン ター ネ ッ ト上 の各 ホ ー ム ペ ー ジ の 内 容 を キ ー

ワ ー ドか ら検 索 で き る よ う に し た 、 い わ ゆ る サ ー チ エ ン ジ ン(検 索サー

バ:Yahoo!、Altavista、Lycosな どが有名 である。 また、 日本 のサ ーチエ ンジンにつ

いてはhttp:〃www.ntt.c・.jp/serch.htm1を 参照の こと)が 各 地 で サ ー ビ ス を行 っ て

い る 。 こ れ らの サ ー チ エ ン ジ ン に は 、WWWサ ー バ の 作 成 者 自身 や サ ー

チ エ ン ジ ンの 管 理 者 が 手 作 業 で 登 録 を行 っ て い る もの や 、 ロ ボ ッ トまた

は エ ー ジ ェ ン トと呼 ば れ る プ ロ グ ラ ム を用 い て 、 自動 的 に各WWWサ ー

バ の ペ ー ジ を収 集 分 類 して 登 録 を行 っ て い る もの が あ る が 、 い ず れ の

場 合 に お い て も大 量 の デ ー タ を収 集 す る こ と を 目標 と して い る た め ノ イ

ズ が 多 く、 一 覧 性 に も欠 け る 。 ま た 、 各 サ イ トの 内 容 の分 析 は ほ と ん ど

行 わ れ て い な い た め に 、 実 際 に利 用 して み な い 限 り有 効 なサ イ トで あ る

か ど うか は分 か らない 。

そ こで 、 本 プ ロ トタ イ プ で は 、 利 用 者 に とっ て 役 立 つ と思 わ れ る代 表

的 なサ イ トを調 査 し、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 情 報 源 と して提 供 す る こ と と

した 。1996年10月 か ら12月 に か け て 、 以 下 の手 順 で調 査 を実 施 した。
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① 分 野 の選 定

まず 、 どん な分 野 を収 録 す るか につ い て、既 存 の分 類 を元 に し

て 、 図 書館 員1名 、 学 部 学生11名 、 教員2名 に よる検 討 を行 っ た 。

Yahoo!Japanの 分 類 を元 に して 「探 す」 に該 当 す る分 野 の 検討 を行

い 、 以 下 の分 野 を選 択 した。

a)図 書 ・論 文

書 誌 、 総 合 目録 ・所 蔵 目録 、全 文 デ ー タ

b)統 計 ・物 性 デ ー タ

統 計 デー タ、物 性 デ ー タ

c)人 物 デ ー タ

人物 情 報 、求 人 情 報 、 各種 機 関の情 報 、各 種 団 体 の情 報 、 ソ フ ト

ウ ェア

d)政 治 ・経 済

e)生 活 情 報

イベ ン ト情 報 、 フ ァ ッシ ョン情 報 、 グル メ情 報 、電 話 番 号 、価

格 天候
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② 収 録 内 容 の 選定

分 野 に続 き、各 サ イ トか ら収 録 すべ きホ ー ムペ ー ジ を選 定 した。

本 プ ロ トタイ プ の利 用 者 は、 オ ン ラ イ ン検 索 の 初心 者 であ る とい う

前提 が あ る こ とか ら、 同程 度 の知 識 を有 す る と考 え られ る学 部 学 生

に、 実 際 に各 サ イ トを利 用 して も らっ て選 定 を進 め た。

作 業 手順 と して は、Yahoo!、Yahoo!Japan、Altavista、ODIN、

千里 眼 、TITAN、Yahho、JSEを 使 用 して上 記 の 各分 野 に該 当 す る

ホ ー ム ペ ー ジ を収 集 し、 そ の結 果 を元 に学 生11名 と教 員2名 で討 議 を

行 い収 録 す る ホ ー ムペ ー ジ を選 択 した。 検 討 にあ た っ て は、検 索 機

能 を持 ち 、実 際 に検 索 を行 うこ とが で きる ホ ー ムペ ー ジで あ る こ と

を中心 と した。

た だ し、検 討 を行 う過程 で、 分 野 に よって は検索 を行 うた め の

ホー ム ペ ー ジで は な く、 リ ンク集 と して ま とめ る こ とが 適 切 な分 野

も見 られ た。 具 体 的 に は、1)各 種 機 関 の情 報 、2)政 治 ・経 済 、3)生 活

情 報 の3種 類 で あ る。 こ れ ら は、 そ の内容 が定 型 の デ ー タで は な い

ため に、 デ ー タベ ー ス をバ ックエ ン ドに備 え た シス テ ム は ほ と ん

ど存 在 せず 、 自 由形式 で記 入 され て い る もの が ほ とん どで あ っ た。

使 用 目的 か らす れ ば、 イ ン ター ネ ッ ト上 の情 報 源 と して収 録 す る こ

とが 適 切 で あ り、 これ ら につ い て は 、検 索 で きるか どうか とい う観

点 だ け で は な く、 リン ク集 とい う形 で情 報 源 と しての提 供 を行 う こ

とが 適 切 で あ る と考 え られ る。

そ の た め 、今 回 の プ ロ トタ イ プ に は、検 索 サ ーバ と リン ク集 とが

イ ンター ネ ッ ト上 の情 報 源 と して 混 在 す る形 とな っ た。
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③ 紹介すべ き項 目の決定

上記の検討に基づ き、選択 されたインターネット上の各ホーム

ページについて紹介すべ き項目を検討 し、以下の3項 目を決定 した。

a)サ イ ト名

HTML上 で、<TITLE>タ グで記述 されている ものを収録する

ことを基本 とした。<TITLE>タ グが ない もの については内容

か ら判断 してつけた。

b)URL

イ ンターネ ッ ト上です ぐさま使用できることを考慮 して、URL

について は画面上 に直接表示す るのではなく、<AHREF>タ グ

中に記述 し、直接移動で きるようにした。

c)内 容の紹介

サ ーチエ ンジ ンに収録 されていた内容紹介を元にして作成 し

た。ただし、サイ ト名だけで内容がわかるものなどについては

内容紹介文は作成 しなかった。
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2.4メ ニューの相互参照

イ ン ター ネ ッ トのWWWは 、 一つ の情 報 源(ア ドレス)か ら、 関連 す

る他 の情報 源 にハ イパ ー リンクす る構造 を特色 としている。本プロ トタ

イプではその特色 を活かすべ く、以下の部分にリンクを張 って相互 に内

容を参照で きるように した。

① システムとファイル

「探す」 に収録 した各 ファイルの一覧と 「使 う」に収録 したサー

ビスシステムの概要 とを結び、個別ファイルを探 した後でその

ファイルが収録 されているサービスシステムの申込方法や検索事

例などシステムの概要が分かるようにし、また個々のサービスシ

ステムか ら、収録ファイルの詳 しい説明が分かるようにした。

② ファイル内容とファイル料金

「探す」に収録 した各 ファイルの説明と 「使 う」に収録 したファ

イルの料金 とを結び、同分野 同内容のファイルの場合、どのサー

ビスシステムを利用すれば効率的かが分かるようにした。

③ システム概要と各デ ィス トリビュータのホームページ

サービスシステム概要で紹介 したディス トリビュータのホーム

ページには直接 リンクを張 り、概要を見ながら必要に応 じてその

まま参照できるように した。

2.5プ ロ トタ イ プの提 供 方 法

本 プ ロ トタ イ プ は 、 イ ン タ ー ネ ッ トで の 利 用 を 前 提 と した 。 そ の た

め 、 完 成 後 は情 報 図書 館RUKITの サ ーバ ー の 中 に、 テ ス ト運 用 の た め の

ホ ー ムペ ー ジ を開 い た 。 各 委 員 は個 々 の 環 境 か ら ア ク セ ス し、 プ ロ トタ

イ プ評価 を行 っ た。

テス ト運 用 の た め の ホ ー ム ペ ー ジ のURLは 以 下 の通 りで あ る。

http://www.rukit.com/test/
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3.シ ステ ム 開発

3.1シ ス テ ム の 開発 条 件

本 プ ロ トタ イ プ は 、 イ ン ター ネ ッ トを利 用 で きる 環 境 下 に は あ るが 、

「デ ー タベ ー ス 」 や 「検 索 」 に 関 す る専 門知 識 は 、 必 ず し も有 して い な

い利 用 者 を対 象 と して い る 。 そ の た め 、 シス テ ム 開発 に 当 た っ て は、 以

下 の2点 を心 が けた 。

① 商用データベースに不慣れな利用者が 目的の情報 に容易にたどり着

ける

② 所在とファイル内容 を容易に理解で きる

上記① 、② の条件 を満たす システムはどうあ るべ きか、検討 を重ね

た。その結果、検索の仕組み としてデータベースエ ンジンを採用 するか

否かが、第一番 目の検討課題 となった。データベースエ ンジンを採用 し

た場合 、キー ワー ド検索が可能 とな り、 「AND」 「OR」 「NOT」 と

い った論 理演 算子 に よって検 索結果の絞 りこみ をすることもで きる。利

用者が 自由に検索式 を組み立 てられるとい うメ リッ トの一方、キーワー

ドが思 いつかない場合 をどうするか、論理演算 という概念その ものが よ

く分 か らない利用 者 を、 システム と して どの ように導 い てい くか と

いった問題 も出て きた。 また、データベースエ ンジンを採用すると、運

用の際 にサーバーへの依存度が大 きくなるため、ハー ド面での制約が大

きくなる可能性があ る。今回はプロ トタイプとしての開発 なので1汎 用

性 に重 き を置 くべ きで あ る とい っ た 意 見 が 大 勢 を 占 め 、 デ ー タベ ー ス エ

ン ジ ンの採 用 を見 送 る こ と とな った。
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また 、 第 二 番 目 の 検 討 課 題 と して 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で サ ー ビ ス提 供

を して い る デ ー タ ベ ー ス へ の リ ン ク を ど うす る か 、 と い っ た 問 題 が 挙

げ られ た 。 現 状 で は パ ソ コ ン通 信 の サ イ ン ア ッ プ の よ う に 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト上 で 利 用 申込 み が で き、 そ の ま まデ ー タベ ー ス を利 用 で きる シス

テ ム は 、 ほ とん ど な い 。 ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 して い て も 、 そ の 多 くは

企 業PRや サ ー ビ ス 案 内 で あ り、 メ ニ ュ ー に デ ー タ ベ ー ス 利 用 とあ っ て

も 、TELNETで 接 続 す る もの が ほ と ん ど で あ る 。TEL、NET接 続 な ら

ば 、 現 行 の 商 用 オ ン ラ イ ンサ ー ビス と同 内 容 とな る た め 、 リ ン ク は必 要

な い と の 意 見 も あ っ た が 、 日 経 テ レ コ ン21やG-Searchな ど 、 国 内 の

デ ィ ス トリ ビ ュ ー タ の 中 に も 、 イ ン タ ー ネ ッ トに よ る サ ー ビス 提 供 を

手 掛 け る と こ ろが 出 て き て い る 。 将 来 的 に は 、 イ ン ター ネ ッ トに よ る提

供 が 主 流 に な っ て い く との 見 方 もあ る 。 現 状 で リ ン ク した先 か ら出 て く

る もの が 何 で あ れ 、 プ ロ トタ イ プ と して は 、 リ ン ク 機 能 を持 た せ た 方

が よ い との 判 断 に よ り、1996年8月 の段 階 で オ ー プ ン さ れ て い た もの に

は リン ク を設 け 、 そ の ま ます ぐに見 られ る よ うに設 計 した。

そ の 他 、 本 プ ロ トタ イ プ の 開 発 にあ た り、 先 述 の 目的 を踏 ま え 、 以 下

の点 を満 たす もの で あ る よ う、 設計 作 業 を進 め た 。

① 開発 の ため の ハ ー ドウ ェ アや ソ フ トウ ェ アは 、汎 用 的 な もの とす

る。

② サ ーバ ーの 中 にテ ス ト運 用 の た め の ホ ー ムペ ー ジ を開設 し、実 際 に

外 部 か らア クセ ス す るの で ユ ー ザ ー イ ン ター フ ェ イス や操 作 性 は実

用 化 に耐 え る もの を 目指 す 。

③ テ ス トの結 果 、修 正 ・改 善 が容 易 に行 え る よ う、ユ ーザ ー イ ン ター

フェイスや操作性は仕様変更が可能な形 とする。

④ インターネット上でのサービス提供 及びサービス案内をしている

データベースへ はリンクを設定する。

⑤ システムは汎用性 を高める為、HTML言 語のみで記述す る。
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3.2ハ ー ドウ ェ ア環 境

開発 の プ ロセ ス に よ り、以 下 のハ ー ドウ ェア を用 い た。

① 画 像 デ ー タ作 成 及 びHTMLフ ァイル作 成

● ア ップ ル製 パ ソ コ ンPowerMacintosh9500/132

メモ リ78MB

HDD2.OGB

② デ ー タベ ー ス台 帳 総 覧 デ ー タの分 析 及 びHTMLフ ァ イル作 成

・東 芝 製 パ ソ コ ンPV5000

メモ リ78MB

HDD2.5GB

③ ダ イヤ ル ア ップ接 続 に よ る テス ト運 用

●サ ンマ イ ク ロ シス テ ムズ 社 製 サ ーバ ーSunNetra

デ ィス クス ペ ース10MB
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3.3ソ フ トウ ェ ア 環 境

開 発 の プ ロ セ ス に よ り、.以 下 の ソ フ トウ ェ ア を用 い た 。

① デ ー タ分 析HTMLフ ァ イ ル 作 成

●Microsoft-ExcelforWindows95Version.7.0

② 画 像 デ ー タ作 成

●PhotoshopVer.3.5 ,

③HTMLフ ァ イ ル作 成

・秀 丸forWindows95Ver.2.10

●InternetAssistantforMicrosoft-Excel

●JeditVer.1.0.8

④WWWビ ュ ー ワ ー

●NerscapeNavigatorVer.3.0

●InternetExplorerVer.3.0

⑤ デ ー タ転 送 用FTPソ フ ト

●CuteFTPVer.1.6 .
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3.4HTMLに よるインター フェイスの設計

最 終 的に利用者が向 き合 うイ ンターフェイスは、HTMLに よって設 計

した。 初心 者 を主 な対象 としてお り、端末の機種やブラウザ を特定 しな

い システムであるとい うことか ら、特別 なガイ ド等 を必要 とせず操作が

で きるような画面設計 を心がけた。作成上の注意点 は、以下の通 りであ

る。

・視覚的効果の高いアイコン、ボタンを画面のロー ド時間とのバ ランス

を考慮 しなが ら各画面に配置 した。

・利用者に分か りやすいように、 「知る」 「探す」 「使 う」 「補 う」の

各画面およびアイコンの表示色 をそれぞれ設定 した。

・利用者にページのジャンプによる必要以上のス トレスを感 じさせない

ために、できるだけ1ペ ージで情報 を表示す るように設定 した。

・画面下部に同一ジャンル内のメニューページ、もしくは トップページ

に戻れるようにアイコンを常に表示するように設定 した。

・'利用 者の ブラウザに よっては、画像の自動表示 を設定 してないものも

考 え られ る の で 、 ア イ コ ン、 ボ タ ンの みの リンク を作 らず 、必 ず テ

キス トでのリンクも同時に配置 した。

今回は、時間的制約 によりHTMLの み を利用 して設計 を行 ったた め、

きめ細かい検索や絞 りこみ といった機能 を見送った。今後、本格的に稼

働 させ る際には、開発 の期 間な らびに コス トを充分 に考慮 し、CGIや

JAVAと い っ,た機能 を使 用 す るこ とに よ り、 よ り理想的なシステムに近

づ くと思われ る。
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4.プ ロ トタ イ プの操 作

4.1プ ロ トタイ プ の操 作 フ ロー

本 プ ロ ト タ イ プ は 、 ト ッ プ ペ ー ジ か ら 「知 る 」 「探 す 」 「使 う」

「補 う」 の い ず れ か を選 ぶ と、 各 々 次 の メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ て い く ツ

リー構 造 を持 っ てい る。

操 作 フ ロ ー は、 図4-1の 通 りで あ る。

iト ・プページi画 面例(、)

第一次

メニュー選択

知 る

画面例(2-1)

探 す

画面例(3-1)

使 う

画面例(4-1)

補 う

画面例(5-1)

第 二次

メニュー選択

第三次

メニュー選択

探す

画面例(3-2)

本文

探す

画面例(3-3)

探 す

画面例(3-4)

▼

探 す

画面例(3-5)

知 る

画面例(2-2)

探 す

画面例(3-6)

補 う

画面例(5-2)

補 う

画面例(5-4)

使 う

画面例(4-2)

使 う

画面例(4-3)

使 う

画面例(4-4)

図4-1プ ロ トタイ プ の操 作 フロ ー

●

補 う

画面例(5-3)

、'

う

(5-4)

補 う

画 面 例(5.-5)

1

、7

補 う

画面例(5-6)

、'

補 う

画面例(5-7)
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4.2画 面 イ メ ー ジ

4.2.1ト ップ ペ ー ジ 画 面

本 プ ロ トタ イ プ に ア ク セ ス す る と、 まず この 画 面 が 表 示 さ れ る。 利 用

者 は 、 「知 る 」 「探 す 」 「使 う」 「補 う」 の4つ の メ イ ン メ ニ ュ ー の 説

明を読み、いずれかを選択する。

画面例(1)ト ップページ画面

D.atabaseCiearingServe『
デ 一 夕 ベ ー ス ク リ ア リ ング サ ーバ

ノ 「知 る 」

「云一タベースって何だろう?」

㌫Z編 禦 控9☆ 嗣 ための、二z－
..

「探 す 」

閤 霧 鴛 禍織 ろうか・
な どアータベースを 「探す」ためのメニュー

「使 う 」

違 零露i鮫 嶽 攣 ・、かかるのか・

回 「補 う 」

「データベースでは足 りない」

「実物をみてみたい」

などデータベースを 「補う」ためのメニュー

目
こ慧i見 ・おMCi合 わ ぜ は

R6Eθ2659hiftγ.serve.or.J'ρ ま で ど うぞ
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4.2.2「 知 る」 の 画 面 の流 れ

4.2.2.1.「 知 る」 の 第一 次 メ ニ ュ ー選択 画 面

「知 る」 の 第 一 次 選 択 メ ニ ュ ー と して 、 「① オ ン ラ イ ンデ ー タベ ー

ス の 基 礎 知 識 」 「② 検 索 に 当 た っ て 」 な どの 大 項 目 の 下 に 「デ ー タ

ベ ー ス とは何 か 」 「デ ー タ ベ ー ス検 索 の 流 れ」 とい っ た 個 々 の 項 目 とが

一覧 表 示 され
、利 用 者 は見 た い項 目 を選 択 す る。
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画面例(2-1)「 知 る」の第一次 メニュー選択画面

●
ノ 「知 る 」

「乞一タペース って何だろう?」

「ア一夕ベースは初めてだけど … 」

ビギナーの方がデータベースを 「知る」ためのメニュー

● オ ンライ ンデ ータベ ース の基礎 知識

● データベースとは何か

● データベースのファイルとシステム

● データベースの流通と利用

● データベースの料金

● ゲートウェイ

● データベースを利用するには

● 検索 に当た って

● データベース検索の流れ

● メニュー方式とコマンド方式

● 検索項目

●1回 の検 索で満 足で きな い時 に

● 論理演算とは

●AND演 算

●OR演 算

●NO「 演算

● 論理演算の優先順位

● キ ー ワー ドを幅広 く選ぶ には

● トランケーションとは

● トランケーション使用の注意点

●EXPAND(エ クスバンド)とは

● も う一歩 進 んだ テ クニ ック

● 範囲指定

● 一次検索と二次検索

● 近接演算

圃 田 園 回
Home 探す 使う 補う
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4.2.2.2.「 知 る」 の本 文 画面

「知 る」 の 第 一 次 選 択 で 見 た い項 目 を選 択 す る と、 そ の 本 文 が 表 示 さ

れ る。

画面例(2-2)「 知 る」の本文画面

デ ー タ ベ ー ス と は 何 か

ア一夕ベースとは、様々な情報をコン ピュータの中に蓄積
し、必要に応じて引き出せるように整理 ・ 分類されたも

箋藷 、蕊欝欝馨霧6藍蠣議
検 索す る ことが で きます。 な おr検 索」 とは、デ ー タベー
スの 中 に蓄積 され た膨 大な情 報 の 中か ら、必 要 とす る情 報
を取 り出す ことで す。

オ ンラインデータベースを使 うと ●
・ 居 なが らにして

・ 日本 中、世界 中の情 報源か ら
・ 必要な 時に

・ 必要な分だ け

情 報を 入手 する こ とがで きま す。

劃[z]
hOmerlext
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4.2.3「 探 す」 の画 面 の流 れ

4.2.3.1.「 探 す 」 の 第 一 次 メニ ュー選 択 画面

「探 す 」 の 第 一 次 選 択 メ ニ ュ ー と して 、 「① 分 野 か ら探 す 」 「②

フ ァ イ ル 名 か ら探 す 」 の2つ が 表 示 さ れ 、 利 用 者 は ど ち ら か を 選 択 す

る。

画面例(3-1)「 探す」の第一次メニュー選択画面

「探 す 」

」讃 霧 藷繊 鷺二;二.一

■ デ ー タベ ース の ジャンルで探 す

■ デ ー タベ ースの 名前で探 す

画[Z]画 図
Home 知る 使う 補う
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4.2.3.2.「 探す」の第二次 メニュー選択画面(そ の1)

「探 す」 の第二次 選択 メニ ュー は2種 類あ り、第一次 選択 で 「① 分 野

名 か ら探す」 を選択 した場合、第二次選択 と して、大分類の下に小分類

が一覧で表示 され、利用者は見たい分類 を選択する。

画面例(3-2)「 探 す」の第二次 メニュー選択画面(そ の1)

デ ー タ ベ ー ス の ジ ャ ン ル で 探 す

ジャンル名をクリックすると、さらに詳しいジャンルが表示されます。

新聞 ・ニュース 図書 ・雑誌 人物 企業

ビジネス 人文 ・社会 特許 ・法律 科学技術

医学 ・薬学 生活 ・一般 その他

全国紙

地方紙

専門紙

英字新聞

スポーツ紙

報道写真

速報

通信社

放送

ニュースリリース

新 聞 ・ニ ュ ー ス

朝 日、毎 日、読売、産経、 日経な ど一般全国紙

北海 道、西 日本な ど各地域ブ ロック紙 ・地方紙

電気 、化学など主要業界紙

国 内で発行 されて いる英字新 聞と、国内新聞の主要記事の翻訳

スポー ツ新 聞の記事情報 ・画面 イメージ等

主 に新聞 に掲載された報道写真。毎 日新 聞社 のみ が一般提供

新聞社 による記事速報。一般記事か ら株価、 ニュースリリースな ど

共同通信、時事通 信など通信社の配信記事'

NHK、(NNな どの放送原稿

報道機 関向けに発表 され る、新製品 ・新技術な どの発表資料

ページの最初に戻る

図書 ・雑誌

ページの最初に戻る

ページの最初に戻る
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概要(帝 国データバンク)

概要(東 京 商工 リサーチ)

概要(日 本経済新 聞社)

概要(そ の他)

信用情 報

財務(帝 国データバ ンク)

財務(東 京商工リサーチ)

財務(日 本経済新聞社)

財務(そ の他)

人事

ページの最初に戻る

経営

マーケテ ィング

金融(市 場)

製品

イベン ト

金融(会 計)

金融(証 券)

統計(経 済)

ビジネス

経済

金融(株)

産業

統計(産業)

教育

金融(経済)

貿易

ページの最初に戻る

社会学

政治

家政学

国際情勢

考古学

人文 ・社会

経済学

行政

歴史学

文学

ページの最初に戻る

特許

特 許 ・法律

法律

ページの最初に戻る

科学技術全般

化学

地球科学

生物学

科学技術

工学

食品科学

生命科学

ページの最初に戻る

43



医 学 ・薬 学

ページの最初に戻る

生活

気象

健康

生 活 ・一 般

イベント 趣味・娯楽

音楽 教育

家計 旅行

スポーツ

トレンド

ページの最初 に戻る

その他

ページの最初に戻る

囲
bαck

◆
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4.2.3.3.「 探 す」 の 第二 次 メ ニ ュ ー選 択 画面(そ の2)

「探 す 」 の 第一 次 選 択 メ ニ ュ ー で 「② フ ァ イ ル 名 か ら探 す 」 を選 択

した 場 合 、 第 二 次 選 択 と して 、50音 お よ び アル フ ァベ ッ トの ボ タ ンが 表

示 さ れ 、 利 用 者 は 探 した い フ ァ イ ル の 最 初 の 音 を選 択 す る 。 英 文 字 の

フ ァ イ ル 名 は 、 ア ル フ ァベ ッ トか ら で も フ ァ イ ル 名 の 読 み か らで も ど

ち らで も選 択 で きる。

画面例(3-3)「 探す」の第二次メニュー選択画面(そ の2)

データベースの名前で探す

五十音で探す

回回国国回国国国囲田
口田口国国口固回国口
口固回回[、ぬ]同日回[司[i]
口回口回[三]回[ヨ回回回
口固国国回回回[ヨ[ヨ国

アル フ ァベ ッ トで 探す

口口[口回口口[]
口口[コロ[口口口
[-回[][コ ロ[口
口口[⊃[コ[ヨロロ

田
bα ⊂k
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4.2.3.4.「 探 す」 の第 三 次 メニ ュー選 択 画 面(そ の1)

選 択 した結 果 の フ ァイ ル 一 覧 が 表 示 され 、利 用 者 は 見 た い フ ァ イ ル を

選 択 す る 。 複 数 の サ ー ビス シ ス テ ム か ら提 供 さ れ て い る フ ァ イ ル は 、

各 々 の シス テ ム名 の 左 側 ボ タ ン を ク リ ッ クす る と該 当 す る フ ァイ ル 概 要

が 表 示 され る 。 ま た 、 この 画 面 は 「使 う」 の 第 一 次 選 択 画 面 と リ ン ク さ

れ て お り、 サ ー ビス シ ス テ ム を ク リ ッ ク す る と、 シ ス テ ム の 概 要 画 面

を表 示 す る。

画面例(3-4)「 探す」の第三次メニュー選択画面(そ の1)

ジ ャンル別:新 聞 ・ニ ュ ー ス/全 国 紙

1フ 。イル名 1
ファイル
概要 1サ ービスシステム名1

lEL、,T、イーエルネ 。ト、 国 ELN・Tl

ELNET(イ ー エ ル ネ ッ ト) 国 EL・・Tl

』 。うの朝刊 国
国
国

・・H・T・・N・1

ヒ般紙横断検索,細,毎 酷 売, G㎞ ・1

1共同通信 ・全国有力新聞横断検索 一 ・1

1共同通信.全 国有力新蹴 検索 圃 統 合 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス 「G-Seorch」

1産経新鵬 データベース 圃 日経テ レコンBiZ

産経新聞記事データベース 函 日経ニュース ・テ レコン

産経新聞記事データベース 国 G-Seorch

産経新聞記事パーソナルユース版 圃 G-Seorch

1新聞蹴 断検索 国 G-Seorch

1全国紙横断検索、鍋 読売.産 経直近、年)国
国

G-Seαrch

己 新臓 データベース 日経テ レコンBiZ

1朝,新 臓 データベース 国 日経ニュース ・テレコン

1朝,新 晒 データベース 鴎 G-Seoκh
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1読売新聞記事データベース 函 日経テレコン8iz

1読売新順 データベース 圃 日経ニュース ・テレコン

1繍 聞記事データベース 国 G-Seorch

1読売新聞,勘,一 ソナル_ス 版 国
国
鴎

G-Seαrch

1,経 フ.イ ル DIALINE-II

』 経新聞記事データベース G-Seor⊂h

』 経新聞四紙 国 日経テ レコンBiZ

1・経新醜 国 日経ニュース ・テ レコン

』 ・オンライン地域ニュース 圃 BIGMA舶gement

1毎,新 聞スポーツニ。一ス 国 NIFTY-Serve

1毎,新 鵬 データベース 園
圃
圓

日経テレコンBiZ

1毎,綱 事データベース ・ 日経ニュース ・テレコン

1毎,新 聞記事データベース 一 ・1

毎日新聞記事パーソナルユース版 国 一 ・1
匡・新噸 医療情報 鴎 ・・F伴{1
1毎,新 船,の スポーツ 国 一㎞1
1毎,新 聞地域ニュース 国 ・・Fひ{1

囲
bock
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4.2.3.5.「 探 す」 の 第 三次 メ ニ ュー選 択 画 面(そ の2)

画 面 例(3-4)と 同様 に選 択 した 結 果 の フ ァ イ ル一 覧 が 表 示 され 、利 用

者 は 見 た い フ ァ イ ル 名 を選 択 す る 。 リ ン ク に 関 して も、(4.1)と 同 様

「使 う」 の第 一 次 選択 画面 と リン ク され て い る。

画面例(3-5)「 探す」の第三次メニュー選択画面(そ の2)

名 前別:先 頭 文 字 「あ 」

1..イ ル名 1フ副 サービスシステム名1

アイ ・エヌ産業統計データベース 圃 ←』hl
アイ ・エヌ主要経済指標データベース 国 一 ・1
INDB卸 売 物価指数ファイル 鴎

鴎
園
圃
園
圃

アイ・エヌ経済統計デー外 ス1

INDB外 国貿易概況 ファイル アイ ・エヌ経済統計データベース1

INDB家 計 ・消費ファイル アイ ・エヌ経済統計データベース1

INDB家 計調査報告ファイル アイ ・エヌ経済統計データベース

エNDB鉱工業指数 ファイル アイ ・エヌ経済統計データベース

INDB国 民経済計算 ファイル アイ ・エヌ経済統計データベース

INDB産 業 ファイル 圃 アイ ・エヌ経済統計データベース

INDB消 費 者物価指数ファイル 国 アイ ・エヌ経済統計データベース

IN田生産動態統計ファイル 国 アイ ・エヌ経済統計データベース

INDB総 合 ファイル 圃 アイ ・エヌ経済統計データベース

INDB物 価 指数ファイル
1 国 アイ ・エヌ経済統計データベース

る

INDB法 人企業統計ファイル 圃 アイ ・エヌ経済統計データベース

IFSデ ー タ 国
国
園
圃
国
画

NEEDS-TS

工FSデ ー タ Nikk・iT・lecW」 。P。nN。.、&R,t,iev。1

IFSデ ー タ NikkeiTelec㎝II/JoponFinoncio1News&Dotα

IFSデ ー タ NikkeiTelec㎝II/JoponFinoncio1News&Doto

IFSデ ー タ 日経TELEC㎝ 景 気情報

IFSデ ー タ 日経TELEC㎝ 総合版
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1、,噸 データベース 園
圃
国
国

G-Seαrch

-一 『P_

1ぱ、、、旅行情報 日経ニュース ・テ レコン

1知 、、㎞ 、{デ ータベース G-Seorch

1朝,新 聞記事データベース G-Seor⊂h

』 ・新聞記事データベース 国 日経テ レコンBiZ

己 新順 データベース 國 日経ニュース ・テレコン

1朝,新 聞二.一 ス速報 国 MFTY-Serve

1朝,新 聞二.一 ス速報 国 日経テ レコンBiz
一 一 」一}一 一.一 .}一

朝 日新聞ニュース速報 晶 日経ニュース ・テレコン

1朝,新 聞夕刊オンライン版 国 G-Seαrch

1朝,新 聞夕刊速報 園
圃

日経 ニ ュ ース ・テ レ コ ン'

1㎞梱__' NIFTY-Serve

国 G-SedrchAsohiNewsServiceデ ー タ ベ ー ス

ASAH工ONLINEDATABASE 鴎 G-Seorch

アジア蹴 報サービス[i壷1 G-Seorch

E三 徽 報サービス 匝 墨 G-Seαrch

E≡ ジネス情報[i憂1 G-Seorch

アジアビジネス情報 匝 劔

明・の新薬[亘 嗣

明日の新薬(あすのしんやく)

あなたと臨床医を結ぶ医学情報

あなたと臨床医を結ぶ医学情報

G-Seorch

G-Seorch

圓 輪 一,イ ンフ。ストリーム,1

圃 ・・F伴㎞,1

圃 ・・F伴㎞,1

アメリカン・センター職 総合・録データベース[i工1 NAC-1
ARIS(ア リス) 圃 砺 一(イ ンフォス トリーム,1

1

ρ
back
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4.2.3.6.「 探 す」 の本 文 画 面

「探 す」 の 第 三 次 選 択 で 見 た い フ ァ イル を選 択 す る と、 フ ァ イ ル概 要

が 表 示 され る 。 この 画 面 は 「使 う」 の 本 文 画 面 と リ ン ク して お り、 サ ー

ビ ス シス テ ム名 を ク リ ッ クす る と、 そ の概 要 画 面 や利 用 料 金 画 面 を表 示

す る。

画面例(3-6)「 探す」の本文画面

ファイル名:朝 日新聞記事データベース

魎==コ1新 聞 ・ニュース
小分類ll全 国紙

回 朝 日新聞朝夕刊の殆どの記事を全文収録(ス ポーツ面を除く)。 東京本社最終版以外
に1都6県 の地方面、大阪版 ・名古屋版 ・九州版も一部収録。 日付、分類 コー ドの他、

患いついた言葉(フ リーターム)で も検索可能

1キー・一 ド 違 臨 罐 経済'金融髄 政治・報道・防衛 賜 労働'顧 社会人文1

1
サービスシ
ステム名

G・・㏄・hl

プロデュー
サー名
朝・新聞社1

国宣=コ 日本
データのタ
イプ

文書(全 文)

嘔]朝 日新聞
一

1

曇藷 の記1・本語1
魎]1985年 ～

画 趣 コ 医日
置麹i璽]㈱ 件/日

匝匿 題]約1,5Z②,00辮

躍 情報のll躰 及び世界

1静 劇 ㈱ ジー・サーチ1

匡=]1㌫ 撃鴨 麟 経済'金融髄 政治 報道 嚇 賜 労働'雇用・社会人文1

1羅 タ提供llオンライン バ・チ(ハ ード・ピー)1

匿=]汎 用
サービス料
金 1出力件数による従量制識

画一ビス時 1毎・(22時間)1

厘極=コ パスワード入手
データベー
スサービス
企業

株式会社 ジー ・サーチ 〒1②8東 京都港 区海岸3-9-15LOOP-Xビ ル 営業部営業課03
-5442-4381

1弩 聾 讐 晶16083鯨 都中央区日本橋2-3-10MASISセ ンター031

1壱嬬 嬬 鐘鍵 …壌 土麦畠㌶薯聾騎㌍ ㌫1秀 和御成門1

駐 蓼勢 譲 語 長鑓i魏 響胴 摩1譜 ロ18富士通砒 寿ビルアウト1
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フ ァイ ル 名lELNET(イ ー エ ル ネ ッ ト)

亙]専 門紙
医至i璽=]新 聞 ・ニュース

臼
データベースサービス(ELDB):年 平均60万 件以上の蓄積データから一括横断検索で記
事原文をFAXで 入手。自動ク リッピングサービス:一 般紙 ・専門紙計32紙 朝 刊を対象にユ
ーザの登録検索式に ヒットした記事を早朝FAXに 送信(ELMOR)

。 前 日入力 した全紙誌を

1幸+ 否薔㌫ 謬㍊ ㌔羅悟鑑 麟:銭 轡 …携 ピ◇夢精磯 誌
サービス
システム

名

ELNET

1
プロデュ
ーサー名 株式会社エレク トロニック ・ライブラリー

匡匿=コ 日本
データの
タイプ 文書(全 文),文 書(書 誌),図 表

一画
誌警窪 1・本語
連刷 」11988年～

魎 コ1毎日

匝魎]約4,60②,0② ②件.

魎]12,②00イ 牛/日

収録情報
の地域 1・本

ディス ト
リビュー
タ名

(株)エ レク トロニック ・ライブラリー

匡]
一般情報,報 道,政 治,行 政,経 済,産 業,企 業,科 学技術,社 会,人 文科学,文 化,

各 国経済事情,金 融,国 際事情,地 域経済,デ ータベース,ク リッピング,新 聞,雑 誌

1
データ提
供形態 1オンライン・バ ・チ(・ … 一 ド・ピー)

厘魅==コ 汎用
サービス
料金

〈接続料金〉最初の10分1,0②0円,以 降10分 毎 に200円 く出力料金〉記事データ3②円/件
,記 事原文200～4②0円/件 ・頁(デ ータベース検索の場合)

1
サービス
時間 平・ ・土曜 ・ … ②・一… ‥ ・ ・5… 一… ‥ 曜 ・サービス休止1

使用条件ll法 人を中心とした年間契約の会員制。個人はクレジットカー ド会社により代行検索可。

データベ
ースサー

ビス企業
鰹 鐵 鷲r1②4鯨 都中央区築地1-11エ レクトロニ・ク'ラ イブラリー縫 局
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4.2.4.「 使 う」 の画 面 の 流 れ

4.2.4.1.「 使 う」 の 第 一次 メ ニ ュ ー選択 画面

「使 う」 の 第 一 次 選 択 メ ニ ュ ー と して 、 サ ー ビス シス テ ム 名 が 一 覧 表

示 され 、 各 シ ス テ ム 名 の 右 に 「① 概 要 」 「② 操 作 方 法 」 「③ 料

金」 の3つ の ボ タ ンが並 び 、利 用 者 はい ず れ か を選択 す る。

画面例(4-1)「 使 う」の第一次メニュー選択画面

目－ r使 う 」

連 繋;i鮫 嶽 攣 ・働・るのか・

1・&C-VA・ 剰 操作当 国
国 賊 去1[i国

国 操週 回
[垂]蹴 去[i司

DIALINE-II

lEL・ ・T

lG-・ …ch

レ イ ・エヌ経済統計データベース 團1蹴 去国
b・ エs [垂]操作同 国
1・ACS・S-・R 国 操作司[i司
1・・CH・GA・ASS・ST 国 操作方法1[i当

国 医 方法国

[垂]辰司 圏

1日 経ニ ュ ース ・テ レコン

PATOLIS

圃[コ 田 圃
Home 知る 探す 補う
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4.2.4.2.「 使 う」 の 本 文 画 面

「使 う」 の 第 一 次 選 択 で 選 ん だ サ ー ビス シ ス テ ム の 説 明 の 中 か ら 、

「① 概 要 」 の ボ タ ン を 選 ん で い た場 合 に は 、 本 文 画 面(そ の1)が 、

「② 操 作 方 法 」 を 選 ん で い た場 合 に は 、 本 文 画 面(そ の2)が 、 「③

料 金 」 を選 ん で い た場 合 に は 、 本 文 画 面(そ の3)が そ れ ぞ れ 表 示 され

る。

ま た 、 本 文 画 面(そ の1)で 表 示 され るサ ー ビ ス シ ス テ ム の 概 要 の 中

に 、 「各 デ ィス トリ ビ ュ ー タ の ホ ー ム ペ ー ジ 」 と い う項 目 が あ る が 、

こ の 部 分 は 各 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ の ホ ー ム ペ ー ジ と リ ン ク し て お り、

見 た い の ア ド レス を ク リ ッ ク す る と、 そ の ホ ー ム ペ ー ジ を表 示 す る 。

また 、 本 文 画 面(そ の3)は 「探 す」 の 本 文 画 面 と リ ン ク して お り、 フ ァ

イ ル ご との 利 用 料 金 の 部 分 で 見 た い フ ァ イル 名 を ク リ ック す れ ば 、 フ ァ

イル概 要 画面 を表 示 す る。
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画面例(4-2)「 使 う」の本文画面(そ の1)

G-Searchシ ス テ ム の 概 要

【デ ータベースの概要】新
聞記事、ニュース速報、企業情報、雑誌 ・図書、産業 ・経済、法律や医薬品といった専門
情報、国際情報や官公庁情報、科学技術情報、人物情報か ら趣味 ・娯楽 にいたるまで幅広い
分野を網羅。

【特徴】検索
は、メニュー方式とコマン ド方式があり、どちらかを選択できるが、ゲー トウェイ接続

で利用できるデータベースは提供元の検索方式に準 じる。国内を代表するデータベースの1
つである。また、基本的に件数課金のため、接続時間を気にせずにゆっくり検索することが

できる。ほとんどのデータベースは、NIFTY-Serveか らゲー トウェイ接続で利用可能。

サー ビス時間

月 ～ 土 ・祝7:0② ～ 翌5:0②

日7:00～21:00

『=][サ ポート]
300/120②/Z400bps～2SS②Obps

無 手 順/全 二 重

市 販 ソ フ トを 使 用

マニュアル有料
ニュース レター無料

定例のセ ミナー無料

(株)ジ ー ・サ ー チ 営 業 部
〒108東 京 都 港 区 海 岸3-9-15LOOP-Xビ ル

TELO3-5442-4381FAXO3-5442-4」391

富 士 通 エ フ ・ア イ ・ピ ー(株)営 業 推 進 本 部

〒105東 京 都 港 区 新 橋6-1-11

TEL②3-3433-2251FAXO3-3436-5254

http://www.9-sear⊂h.or.jp/

G-Searchの ト ッ プ ペ ー ジ

http://www.g-se【 】rch.or.jp/hypertext/dotob(】se/

デ ー タ ー ベ ー ス の 案 内 。 一 部 の フ ァ イ ル の み 詳 細 あ り

{霊 ピ鎧 罪 蝶2羅 続あり

操作方法

料金表

圓
back
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画面例(4-3)「 使 う」の本文画面(そ の2)

G-Searchシ ス テ ム の 操 作 方 法

目 次

1.フ ァイ ルの 指 定

2.検 索 の 方法

2.1メ ニ ュ ー方 式 の検 索 方 法 く朝 日新 聞 フ ァイル>

2ユ.1入 力 の 際 の 注意 点

2.1.2論 理 演 算

2.1.3ト ラ ンケ ー シ ョン

2.1.4キ ー ワ ー ドの 列 挙

2.1.5検 索 式 の 一 覧

2.2出 力 の 方 法

Z.3フ ァイ ル を切 り替 え る方 法

1.フ ァイルの指定

接続し、システムからのメッセージが表示されたら、最初 にリターンキーを押す と、
下記の トップメニューが表示されます。

トップメニ ューから番号を指定するて各サブメニ ューが表示 され ます。

‥.改 行 で ト ッ プ メ ニ ュ ー*準 準

GrSeorchTOP

新 聞記事情報 直近2年

新聞 ニュース記事(一 般紙 通信社)

新聞 ニュース記事(専 門紙)

ニ ュースフラッシュ(速 報)

雑 誌 図書 事典情報

産業 経済 貿易情報

マーケティング 新製品情報

法律情報

官公庁情報E終 了

一>2

1②

∬

12

13

14

15

16

17

企業情報

人物情報

レジャー 趣味情報

科学技術情報

特許情報

医薬品 医学情報

1NFOCUE(海 外データベース)

サービス案内

必要な情報の番号を入力 します。例えば、r2」 を入力すると

新 聞 ・ニ ュース記事(一 般紙 ・通信社)の サブメニューが表示されます
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2.新 聞 ・ ニュース記事(一 般紙 ・ 通信社)の サブメニュー

ニュース記事(一 般紙 通信社)PNEWS

新 聞記事横断検索<XCN>

全 国紙横断検索(毎 日 読売

朝 日新聞〈ASK>

読売 新聞[86-96]<YSK>

読売新聞記事パーソナルユース版[94-96]<YSL、

毎 日新間[87-96]〈MSK>

毎 日新聞記事パーソナルユース版[94-96]〈MSL>

日経 新聞(本 紙,産 業,流 通,金 融)<NSK>

産経 新聞[92-96]<SKS>

産経 新聞記事パーソナルユース版[94-96]<SKL>

河北 新報<KHK>

共 同通信 ・全国有力新聞横断検索〈ZSK>

共 同通信〈KYκ〉

前メニ ューに戻る

14熊 本 日 日新 聞 〈KMK>

産 経 直 近2年)<XCL>15
.静 岡 新 聞<SSK>

16西 日本 新 聞<NNK>

17南 日本 新 聞 〈剛K>

18愛 媛 新 聞<EHK>

19高 知 新 聞 くK(㎏

2② 北 國 富 山 新 聞 〈HKK>

21共 同 通 信 ニ ュ ー ス 参 考 文 献<KYR>

22共 同 通 信 写 真 説 明<KYP>

23毎 日新 聞 写 真 デ ー タ ベ ー ス<M-IT>

24企 業 ニ ュ ー ス 情 報 ・ぷR>

25ASAHIONLINEDAＴABASE<AOD>

26THEDAILYYOMIURIDATABASE<OYD>

27MAINICHIONLINEDAＴABASE<MOD>

各メニューの番号またはoの 中の3文 字のアルファベ ット記号でファイルを選びます。

2.検 索 の方法

G-Seorchに は多数のファイルがあり、検索方法もそれぞれ異なっています。
ここではその中で新聞記事情報 と企業情報を取 り上げて説明 します。

新聞記事情報を検索する際は、コマン ド方式とメニュー方式を選択できます。
ここでは朝 日新聞ファイルをメニュー方式で、 日刊工業新聞ファイルをコマン ド方式で説明 します。

新聞記事横断検索は、メニュー方式のみです。

2.1メ ニ ュー方式の検索方法〈朝 日新聞ファイル〉

ファイルを選ぶと次のように表示されますので、メニュー方式による検索を始める時は、

リターンキーを押 します。

検索方式選択(改 行:メ ニュー方式1:コ マ ン ド方式E:終 了)

「検索項 目の番号」rス ペース」に続けて検索語を入力 します。〈省略可〉とある項目は、検索項 目の番号を省略 し
、検索語を直接入力することもできます。

検索式入力(E:検 索方式選択H:記 事 分類コー ド表示)

記事中フリーキーワー ド<省略可>2見 出 し中フリーキーワー ド

記事分類コー ド4掲 載日

〔例〕一》データベース(フ リーキーワー ドrデ ータベース」で検索)

49ZO7:9Z12(92年7月 か ら12月 までを指定し検索)

一〉パ ソコン

「パ ソコン 」について検索
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画面例(4-4)「 使 う」の本文画面(そ の3)

G-Searchフ ァ イ ル 別 利 用 料 金 一 覧

年 会 費3,②0② 円/1法 人(5②IDま で)

1,②②②円/1個 人(11D)

G-Seorch接 続 基 本 料金1②0円/1接 続

新聞記事情報 直近2年

1新 聞記事情報体験サービス ll ll 無因

1全 国紙横断検索(毎 日 ・読売 ・産経 直近2年) ll見出 し ‖ 5円/1件1

陰文 ‖ 5②円/件i

1読 売新聞記事パーソナルユース版 牌 出し ll 5円/件1

1全文 ll 5②円/倒

1毎 日新聞記事パーソナルユース版 ll見出 し ll 5円/倒

1 陰文 ll 5②円/倒

1産 経新聞記事パーソナルユース版 旧 出し ll 5円/件1

◆ 1全文 ll 50円/件1

1新聞 ・ニュース記事(一 般紙 ・通信社)1

1新 聞記事横断検索ll横 断検索料ll500円/1接 続1

1見出 しll各 新 間の料金1

1本文ll各 新聞の料金1

1朝 日新聞II見 出しll20円/件1

1前文ll50円/件1

1全文ll150円/件1

1読 売新聞ll見 出しll20円/件1

1前文ll5② 円/件1

1全文ll150円/件1

1毎 日新聞ll見 出しllZO円/件1

1前文ll50円/件1

1全文ll150円/件1

1日 経 新聞(本 紙 ・産業 ・流通 ・金融)ll月 間基本料金ll5,0② ②円/月1

1見出しll10円/件1

1前文ll50円/件1

1全文ll15② 円/件1

1産 経新聞ll見 出しll20円/件1

1前文ll5② 円/件1

1全文ll150円/件1

1河 北新報ll140円/分1

1共 同通信 ・全国有力新聞横断検索ll見 出 しll2② 円/件1

1全文ll150円/件1

1共 同通信ll見 出しll20円/件1

1前文ll1②0円/件1

1全文ll150円/件1

1熊 本日日新聞1睨 出しll20円/件1

1前文ll1② ②円/件1

1全文ll150円/件1

1静 岡新聞ll見 出 しllZ② 円/件1

1前文ll1② ②円/件1

1全文ll150円/件1
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[亘亘冠亜===============コ[些====コ 2②円/件一 10②円/件一 15②円/件

〔亜 亙麺==============コ 国画=====コ 20円/件一 100円/件一 15②円/件

1愛 媛 新聞[1見 出 しll2② 円/件i

揃 文ll10② 円/件{

1全文ll15② 円/件1

1高 知新聞II見 出し ‖20円/件{

1前文ll100円/件i

1全文ll150円/件i

1北 國新聞 ・富山新聞ll見 出しll20円/件i

1前文ll1② ②円/件1

1全文ll150円/件1

1共 同通信ニュース参考文献ll見 出 しllZ② 円/件i

1全文ll50円/件1

共同通信写真説明ll見 出しll20円/件i

1全文ll50円/件

毎 日新聞写真データベースll写 真 キャプシ ョンll2② 円/件

lFAX出 力単価(写 真)ll38② 円/件

l

l

l企 業 ニュース情報ll見 出 しll2② 円/件

1

1

1全文ll200円/件

ASAHIONLINEDATABASEll見 出 しll2② 円/件

1全文ll150円/件

THEDAILYYOMIURIDATABASEll見 出 しll2② 円/件

1全文H15② 円/件

1順INICHIONLINEDATABASEll見 出 しll20円/件

1全文ll15② 円/件
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4.2.5.「 補 う」 の 画 面 の 流 れ

4.2.5.1.「 補 う」 の 第 一 次 メ ニ ュ ー 選 択 画 面

「補 う」 の第一次選択メニ ューとして、 「① 東京情報源情報」 「②

InternetResources」 の2つ が 表 示 さ れ 、 利 用 者 は 見 た い 方 を 選 択 す

る 。

画 面例(5-1)「 補 う」の第一 次メニ ュー選択画面

m 「補 う 」

「データベースでは足りない」
「実物をみてみたい」

などデータベースを 「補う」たあのメニュー

))東 京情報源情報
」…曙9麟 詮 即 って調べれta「よいのか・
アータベースを補完する、専門図書館や資料室など個別機関の所在情報

θレlntemetRes。um∋S

糧議緊:難 議灘 稽欝[是甥職長

圃[z]囲 圓
Home 知る 探す 使う
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4.2.5.2.「 補 う」 の 第二 次 メニ ュ ー選 択 画 面(そ の1)

「補 う」 の 第 二 次 選 択 メ ニ ュ ー は2種 類 あ り、 第 一 次 選 択 で 「① 東 京

情 報 源情 報 」 を選 択 した場 合 、 第 二 次 選 択 と して分 類 メ ニ ュ ー が 表 示 さ

れ 、利 用 者 は見 た い分 類 を選 択 す る。

画面例(5-2)「 補 う」の第二次メニュー選択画面(そ の1)

θ》東京情報源情報

θレ 一般

レθ 広告 ・マーケテ ィング

総合

レレ 新聞 ・雑誌

θ〉 名簿

レレ 一般
経済

レレ 特許 ・規格

レレ 海事 ・造船 ・海洋

レレ 教育

レレ 金融 ・保険 ・保障 ・証券

θレ 交通 ・運輸

社 会 》 航空 ・宇宙

θレ 女性

θレ 不動産

レレ 法律 ・会計士

θレ 防災 ・都市問題

レθ スポーツ

レθ 音楽

レレ 児童 ・玩具

レレ 宗教

レθ 人物

レレ 博物館

レθ 美術 ・芸術

レレ 文学 ・歴史

レレ 医学

レθ 科学技術 ・エネルギー

θレ 金属 ・鉄鋼

θレ 建設 ・土木

〉θ 農業 ・水産

画 工 レ各省庁

臼

田

回
lll.



4.2.5.3.「 補 う」 の 第 二次 メニ ュ ー選択 画 面(そ の2)

「補 う」 の 第 一 次 選 択 で 「② イ ン ター ネ ッ ト上 の情 報 源 」 を選 択 す

る と、 第 二 次 選 択 と して分 野 メ ニ ュ ー が 表 示 され 、 利 用 者 は見 た い 分 野

を選 択 す る。

画面例(5-3)「 補 う」 の第二次 メニュー選択画面(そ の2)

》)lntemetReS。 、UNLres

θθ 書誌データベース

θθ 総合目録 ・所蔵目録

θθ 全文データベース

統 計 ・物性 データの探索

レθ統計デ一夕

レθ物性データ

人物 ・機関データの探索

レθ 人物情報

θレ 求人情報

θレ 機関 ・団体へのリンク集

〉θ法律 ・判例

レレ 日本の政治についてのリンク集

θθ 外国の政治についてのリンク集

θレ経済に関するサイ トへのリンク集
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レレ イベント情報へのリンク集

レレ フ7ッ シ・ン情報のリンク集

レレ グルメ情報のリンク集

〉レ ヒットチャートのリンク集

θθ 国内外の電話番号

レ》 国内外の郵便番号

レθ歴史 ・価格 ・天候に関するリンク集

》θ ソフトウェア

画
BA(K
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4.2.5.4. 「補 う」 の 第三 次 メニ ュー選 択 画 面(そ の1)

第二次選択 で分類 を選ぶ と、該当する専門機関の リス トが表示 され、

利用者は見たい ものを選択する。

画面例(5-4)「 補 う」の第三次 メニュー選 択画面(そ の1)

φθ東京情報源情報

総合/一 般

商工図書館

武蔵野市立中
央図書館 武蔵
野文庫

東京都産業労
働会館図書資
料室

町田市立自由
民権資料館

驚調欝碧も籠τ撃曙ご㍊鑛幣岩盤♂捲 奮え顯弄鐸

灘!禦9竺 膿1鵠;題 曇9鷺c鍵羅 旦塞ξ曇馨

竃 瓢 鰐 聴 講 蹴 名編鑑 識r蹴

雷ま稔§騒護讐縫製橿誓鼻自誓鑛纏膿禁書腫 藷
丸善本の図書
館 鞍 懸 三耀き顯葬2草藁量ξ鱗 ξ籔鑑
日経連社内報
センター 1会員の社内報(過 去1年分)を閲覧で甑1

ぱ 糟 謄 常職 このうち2週間分の新刊翻 刊誌は特設11
日販ブックサ
ロン

橿本点字図書
点字蛭 録音鴎 の製作と貸出を行・・1

麟 立中央睡 黎禦 奎轡9重 瓢 蕊 曄 市町村立蹴 の1
中小企業情報
センター 資料
室 劉 鎌1こ関する分野を中心に資料収集 経営鰍 技術情報を嶋 整

1
都立日比谷図
書館 饒 響 館の一部門として 都民の方1こ館外貸出を恥 としたサ「

逓信総合博物
館 羅 雛 購 竃膏鐸墓」葉:;と竃難 響 露
1
東村山市立中
央図書館 ヲ鍵聴 熟 蹴 聴 禦 三塁鯉 由な方ヘカセ・ト「

1
都立日比谷図
書館

一般誌からビジネス関籠 ・紙 ㈱ ・雑縫) ・図書も幅広く収氣1

回
BA⊂K
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4.2.5.5.「 補 う」 の 第 三次 メ ニ ュ ー-nc択 画 面(そ の2)

第二 次 選 択 で 「イ ン ター ネ ッ ト上 の 情 報 源 」 の分 類 を選 ぶ と、 ホ ー ム

ペ ー ジの リス トが表 示 され 、利 用 者 は見 た い もの を選 択 す る。

この 画 面 は そ れ ぞ れ の ホ ー ム ペ ー ジ に リ ン ク さ れ て お り、 選 択 した

結 果 個 々の ホ ー ムペ ー ジ を表 示 す る。

画面例(5-5)「 補う」の第三次メニュー選択画面(そ の2)

書誌 デー タベース

検 索サ ーバ ー のあ るサ イ ト

已 国会図舘1和 図書の情報検索ll

巳1已 の検索II

匝 蹴 流通センター1最 近の和図書ll

森北出版株式会社

.

1940年 創業の理工系教科書の専門出版社。

キーワー ドによる書誌データの検索サー ビスがある。

1全官報 ホームペー・ll大 蔵省印刷局干桁 物の案内 ・紹介1

リンク集のあるサイ ト

TR(図 書 館流通センター 「週

刊新刊案内」 日本国内で発行される新刊書籍の全点を紹介している。

八重洲フックセンター 「海

外新着情報」 洋書に関する情報を解説付きで紹介している。

ぎ竺=±一
河出書房新社

日外アソシエーツ
rEB(電 子 ブック)全 情

報」

ト一八 ン 本の探検隊

河出書房新社の出版物の新刊情報及びジャンル別の在庫目録。

日本で出版される入手可能な電子ブックを網羅的に紹介している。

新刊案内やベス トセラーなどを紹介。

森北出版株式会社 194e年創業の理工系教科書の専門出版社。新刊情報案内。

回
BACK
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4.2.5.6「 補 う」 の本 文 画面

「補 う」 の 第 一 次 選 択 で 、 「① 東 京情 報 源 情 報 」 を選択 し、第 二 次 選

択 で 分 類 項 目 を 選 択 す る と本 文 画 面(そ の1)が 表 示 さ れ 、 「② イ ン

タ ー ネ ッ ト上 の 情 報 源 」 を選 択 し、 第 二 次 選択 を経 て 第 三 次 選 択 で ホ ー

ムペ ー ジ を選択 す る と、直接 そ の ホ ー ムペ ー ジ を表 示 す る。

画面例(5-6)「 補 う」の本文画面(そ の1)

商 工 図書 館

統計 ・年鑑類、経済一般に関する図書を所蔵。明治11年 か らの商工会議

所の調査資料も所蔵している。蔵書総数14万 冊のうち洋書は約2万3千
冊。

機関名:商 工図書館

分類1:総 合,一 般

分類2:

住 所:〒100東 京都千代 田区丸の内3-2-2東 京 商工
会議所B2

電 話番号:03-3283-7690

FAX番 号:

交通:三 田線 「二重橋前」、JR線 「東京」よ り徒歩10分

蔵書 ・座席:図 書140000冊 座席50席

利用条件:閲 覧 ・資料複写に関しては、一般利用可能

コピー条件:A3:100円/枚B4:80円/枚A4:60円

/枚B5:60円/枚

貸出条件:

利用 日 ・時間:休 館 日:日 、祝祭日、第2・4土 、月末3日 間、8月 の

曝書休館 開館時間:9:30-16=30(12:0
0-13:00昼 休)(土)9=30-12:00

レフ ァレンス:無

分野:統 計 ・年鑑 ・経済一般 ・企業及び経営他

主な利用 目的:サ ー ビス ・製造 ・卸売 り業者の利用が多い

機械可読 目録:無

視聴覚資料:マ イクロフィルム

画
BACK
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画面例(5-7)「 補 う」 の本文画面(そ の2)

!!README!!

お 知 ら せ

現在 「電子 ブック全情報」での国内タイ トルの表示内容は消費税3%で
の価格です。

1997年4月 に消費税率が変更されていますのでご注意下さい。
「電子ブック全情報」は6月 に リニ ューアルする予定ですので

その際 に消費税率変更に対応 します。

全528タ イ ト ル961213現 在

学習
17件

辞 書
71件

専門用語
35件

語学
28件

ビジネス
27件

ホ ビー
59件

実用
43件

海外(米)
76件

海外(英)
38件

海 外(独)
67件

海外(仏)
36件

海 外(他)
26件

その他
5件

961213

961210

961108

97②318

A';一汽 奎 タイトル三 覧^莞 灘63瓶

タイトル情報検索(テスト中)E3)(k

・電子ブック関係 リンク集E3粗

ぼ窪電子ブック目安箱 翠薄日3温

^鷲 主日外タイド西讐覧一襲 碧630
961017

治試ビ紹芥防グデ茜ヲ螢笏自酌爪

警E簡1稲 菱情報{彼誰麟 ‖3烙

97②3Zl

96②8Z4

960913

お問 い合わせばeb-lis亡ehichigai.CO.」 ρ までお願 いします。

各電子ブックタイ トル ・プレーヤー ・検索ソフ トについてのお問い合わせ ・在庫確認 ・
注文は,各 々の出版社 ・メーカーにお願 いいた します。

団 ・外アソシエーツのホームページ
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5.プ ロ トタイ プの 評価

5.1プ ロ トタイ プの 評 価 方 法

最 終 的 な プ ロ トタ イ プ の 評 価 は 、情 報 図 書 館RUKITの サ ー バ ー に テ ス

ト運 用 の た め の ホ ー ム ペ ー ジ を開 き、 各 委 員 が イ ン ター ネ ッ トか ら実 際

に ア ク セ ス す る とい う方 法 を採 用 した。 評 価 期 間 は平 成9年1月27日(月)

か ら2月3日(月)ま で と し、 各委 員 は そ の 期 間 中 、 各 メ ニ ュ ー に ア ク セ

ス し、 そ の評 価 を電 子 メ ー ル で事 務 局 に 送 る、 とい う方 法 で 結 果 を ま と

め た。

5.2プ ロ トタ イ プの評 価

各 委 員 か ら寄 せ られ た 評 価 を、 「① 内容 に 関 す る評 価 」 と 「② 画

面 デ ザ イ ンや レイ ア ウ トに 関 す る評 価 」 の2種 類 に大 別 した 。 そ れ ぞ れ

ま とめ た結 果 は 、以 下 の通 りで あ る。

① 内容 に 関す る評 価

・ 国 内 の もの に限 定 した ため 、調 査 内容 に よって はや や物 足 りな い面 が

あ る。 次 期 バ ー ジ ョン に はDIALOG、DataStar、STNInternational

くらい は盛 り込 ん で欲 しい 。

・ デ ー タベ ー ス の概 要 が分 か る だ けで な く、 シ ミュ レー シ ョンプ ロ グ

ラム を作 り、検 索 の体 験 学 習 が で きる よ うに して は どうか。

・ 各 デ ィス トリ ビ ュー タの ホ ー ムペ ー ジ に リンク してい るの は助 か る

が 、 リ ン ク先 で利 用 申込 をす れ ばそ の場 でIDや パ ス ワ ー ドが発 行 さ

れ るの は 、 ご く一 部 で あ る。 必 要 な時 に はデ ー タベ ー ス が使 え た り、

ゲス トIDが 発 行 され て 、 あ る程 度使 ってみ る こ とが で きる仕 組 み に

な って い る と便 利 で あ る。

・ 「デ ー タベ ー ス を知 る」 の説 明文 の 中で 、や や長 い ものが あ っ た。 利

用者 は本 を読 むの で は な くア クセス した画 面 を見 る の だか ら、 文 章 は

な るべ く短 くて 図 版 を入 れ る な ど、 読 ませ る よ りも見 せ る画 面 に した
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方 が 良 い。

・ 「デ ー タベ ー ス を探 す」 の 部 分 で分 類 名 とフ ァ イル名 の2種 類 だ けで

な く、 あ る程 度 デ ー タベ ース を知 っ てい る利 用 者 の た め に、 キー ワー

ド検 索 に よ る絞 り込 み が で きる と便 利 で あ る。

・ 「デ ー タベ ー ス を探 す」 の分 類 名 で は、 一覧 表 示 され る フ ァイル が非

常 に多 くな っ て しま う もの が あ る ため 、 も う少 し分 類 を細 か く し、 プ

ル ダ ウ ンメ ニ ュ ーで利 用 者 に選 ばせ て は ど うか 。 そ の 際 、 一 つ だ け で

な く複 数 の分 類 が 選べ て 、 かつ そ の分 類 間 の 「AND」 や 「OR」 検 索

が で きる と良い 。

・ 「デ ー タベ ー ス を探 す」 の分 類 名 で 、新 聞 のみ 分 類 に注 釈 が つ い て い

るが 、 利用 者 に は この方 が 親切 で あ る。

・ 「デ ー タベ ー ス を使 う」 の サ ー ビス シス テ ム で も、C&C-VANは

BIGLOBEに 統 合 され 、JOISの 問 合せ 先 も 日本 科 学 技術 情 報 セ ン ター

か ら、 科学 技 術振 興事 業 団 に変 わ って い る。 今 回 は プ ロ トタ イ プな の

で 、 あ る一定 の時 点 の情 報 で もか まわ ないが 、本 格 運 用 す る場 合 に

は、 こ う した変 更 を ど う フ ォ ロー して い くか とい っ た管 理 体 制 を考慮

す る必 要 が あ る。

・ 「デ ー タベ ー ス を使 う」 で は、主 要 な コマ ン ドの使 い方 と検 索 事例 を

見 る こ とが で き、マ ニ ュ アル代 わ りに使 えて便 利 だ っ た。

・ 「イ ンター ネ ッ ト上 の情 報 源」 の部 分 で 、各 ホ ー ムペ ー ジ に リ ンクが

張 っ てあ り、直 接 見 られ るの は便 利 で あ るが 、 す で に提 供 され てい な

い もの もあ った。 本 格運 用 の 際 に は定 期 的 なチ ェ ックお よび更 新 が 必

要 で あ る。

・ 「デ ー タベ ー ス以 外 の専 門機 関」 の紹 介 は、 便利 だ が 内容 的 に古 い も

のが あ るの で 、 本格 運 用 の 際 に は定 期 的 に メ ンテナ ンス した方 が 良

いo
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② 画 面 デザ イ ンや レイア ウ トに関 す る評 価

・ 画面 レイ ア ウ トが一 面 的 なの で 、Netscapeの 画 面 分 割 な どを利 用 し

て 、見 せ 方 の工 夫 を した 方 が 良 い。

・ 各 メ ニ ュ ー と も分 類 が 一画 面 に な って い るの で 、見 や す い。

・ 「知 る」 「探 す」 「使 う」 「補 う」 の そ れぞ れ の ア イ コ ンは内 容 を良

く表現 して お り、分 か りや す か った。

・15イ ンチ の デ ィス プ レイで 見 た ら、画 面 が大 きす ぎた の で 、 全 体 を

も う少 し小 さ く して ほ しい 。

・ テ キ ス トベ ース で 情 報 が多 い もの(例:シ ステ ム料 金 一 覧)が 、 ロ ー ド

に時 間 が か か って しま う。

・ 他 の ジ ャ ンルへ の リ ンク(例:「 探 す」 の フ ァイル 内容 → 「使 う」 の シ

ス テ ム概 要)か ら戻 る際 の ナ ビゲ ー ト方 法 に問題 が あ る 。現 在 は リン ク

して別 ジ ャ ンル を表 示 した 時 、 「戻 る」 を指定 す る と、 リ ン ク先 の メ

ニ ュ ー階層 を順 に さか の ぼ る形 とな って しま うが 、 リ ン ク元 に戻 り、

メ ニ ュ ー 階層 を た ど っ て い け る よ うな工 夫 が 必 要 で あ る 。
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6.デ ー タベ ー ス ク リア リン グサ ーバ の必 要 性 と可 能 性

今 回のプロ トタイプ作成 を通 して、デー タベースク リア リングサー

バの可能性 を探って きた。その結果、将来のあるべ き理想 システム とし

て、以下の点を抽出 した。

① 統一フォーマットによる情報提供の重要性

現在の商用オ ンラインデー タベースの流通 は各デ ィス トリビュー

タや販売代理店が個別に行ってお り、利用者がデー タベ ースを導入

しようと思 って も、各デ ィス トリビュータが個別 に発行するカタロ

グ的な情報 を参考にする しかな く、複数のサー ビスに関する情報 を

欲する場合、個別に収集するしか方法がなかった。

唯一、複数のデ ィス トリビュータのサービスを一元的 に集約 して

いる もの と して、今 回 の プロ トタイプの素材 で もあ る 「デ ー タ

ベース台帳総覧」 しか ないのが実情であったが、 この 「デー タベー

ス台帳総覧」は、決め られた フォーマ ッ トに基づ く申告制 を採 って

いるため、データベースを使 ってみたい と考 える一般利用者の求め

る情報が、必ず しも求め る形で収録 されてはい ないこ とが分か っ

た。

複数 システムを比較検討す るための仕組みがないため、導入 を断

念 した り、 システムの特徴や収録内容が分か りやす く開示 されてい

ないため、デー タベースに対す る誤 った認識 が浸 透 して しまうと

いった危惧 もあった。

単 なる各 デ ィス トリビュータの カタログの寄せ集めで はな く、中

立的な機関が、明確な基準の下に情報 を収集 し、利用者の立場 に焦点

を当てて、統一 フォーマ ッ トで提供す ることの重 要性 が明 らか に

なった。
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② 利用申込み手続 きの簡略化

データベースに興味 を持って情報 を収集 し、実際に利用 しようと

思 った時、現在では各デ ィス トリビュータに個別 に申込みを行い、

IDや パ ス ワー ドが発行 され る まで待 たなくてはならない。個人の情

報欲求は種 々様 々であ り、 「今、必要であって、数週 間後では意味

がない」 とい うケースも珍 しくはない。

利用手続 きの煩 わ しさが、データベース利用 を阻む障害の一つ と

いう指摘 もある。複雑 な手続 きを必要 としないパ ソコン通信か らの

ゲー トウェイによるデー タベース利用 は飛躍 的に伸 びてお り、ディ

ス トリビュー タとの直接契約 による利用 よ りもパ ソコン通信 からの

ゲー トウェイによる利用 の方がはるかに多 い とい うサ ー ビス もあ

る。

各デー タベースデ ィス トリビュータに直接 オンライ ン接続 し、ゲ

ス トIDが 発 行 され た り、 あ るい はそ の ま まオ ンライ ンで申込み を

行 い、す ぐにデータベース を使 うことができるような仕組み を作る

などして、導入時のハー ドルを低 くする工夫が必要 と思われる。

③ インターネットによる提供の有用性

パ ソコンな ど機器 の高度化 とも相 まって、 日本 にお いて もイン

ターネ ッ トは産業基盤の インフラと しての地位 を確立 した。 イン

ターネッ トによる教育や公共機関への各種届出、さらに電子 マネー

による決済の実証実験 まで始まり、社会生活を営む個人の一人一人が

インターネットを通 じて情報 を入手する時代 になって きた。

これは、情報欲求 を持つエ ン ドユーザがサ ーチ ャーや ライブラリ

アンに調査 を依頼 し、そ うしたプロフェッシ ョナルが情報 を検索 し

て結果 をエ ン ドユーザに もた らす といった従来の構造 か ら、エ ン ド

ユ ーザがその ままイ ンター ネッ トな どの ネ ッ トワー クに接続 され

た端末に向かい、自分 自身で情報を引 き出すエ ン ドユーザ・サーチ ン

グの方向へ向か っている ということである。 この流 れは今後 ます ま
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す 加 速 し て い く と 思 わ れ る 。 こ の 面 か ら見 て も、 シ ス テ ム が イ ン

ター ネ ッ トで提 供 され る こ との 有 用性 は大 きい。

ネ ッ トワー ク時代 にお けるデ ジタル コンテ ンツの一つ として、商用

データベースへの注 目度は高 く、社会的資産 としての価値 も充分認識 さ

れてきている。デー タベースの重要性 は今後 ます ます高 まると予想 され

る。

しか しなが ら、あ まりに も急激 な環境の変化 に、多大な資本 を投資 し

た現在のシステムが追いつかず、その結果 としてデータベ ースは使いに

くい、使 うのが難 しい、 コス トがかかるといった認識が浸透 し、逆にイ

ンターネッ トは無料 とい う認識 とも相 まって、種 々雑多なデジタルコン

テンツの中に埋 もれて しまうのではないか、 といった危機感 も高 まって

いる。

先 に挙げた3つ の点 か ら も、 デー タベ ース利 用の第一ステ ップ として

のデータベース クリアリングサーバの必要性 は明 らかであ り、整った管

理体制の下での運用 は、デー タベ ース業界の健全 なかつ順調な発展のみ

ならず、21世 紀 を迎 える情 報化 社会 に とって も極めて有用であると思わ

れる。今後 もインターネッ トの技術 な らびに商用 データベースの変革に

着目し、引続 き研究開発が必要であると思われる。
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